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庚

信
の

生

涯
は

梁

朝
の

滅
亡

に

よ
っ

て

大
き

く
変

化
し

た
。

そ

れ

ま
で

は

そ

の

優
れ
た

文

才
に

よ
っ

て

皇

太

子
蕭
綱
の

愛

顧
を

受

け

順
調
に

官
途

を
歩
ん

で
い

た

が
、

後
半
生
は

梁
の

滅
亡

に

よ
つ

て
、

祖

国
を
滅
ぼ

し

た

北

朝
（

西

魏
・

周
）

に

仕
え

ざ
る

を

得
な

く
な
っ

た
。

北

朝
に

お
け

る
二

十
六

年
間
の

廣
信
の

生
活

は
、

恥

辱

と

望

郷
の

思
い

に

お

お

わ

れ

た

日
々

で

あ
っ

た

と

さ

れ
て

い

る
。

　
し

か

し

北

朝
に

お

け

る

彼
の

作
品

を

読
ん

で

い

る

と
、

そ
の

恥

辱
と
望

郷
の

思
い

の

奥
に

、

も
う
ひ

と

つ

何
か

が

隠
さ

れ

て
い

る

よ

う

に

感
じ

ら

れ

る
。

そ
れ

は

何
な

の

か
、

其
の

詩

賦
を
読

み

な

が

ら

考
え

て

ゆ

く
こ

と

に

し

て

い

る

が
、

そ
の

前
に

祖
国
滅
亡

ま

で

の

数
年

間
に

お

け
る

彼
の

行
動
に

つ

い

て

調
べ

て

お

く

必

要
が

あ

ろ

う
。

そ
こ

で

此
の

度
は
、

侯

景
の

亂
か

ら

江

陵

陥
落
ま

で

の

経

緯
と
、

其
の

間
の

庚

信
の

行

動
を

見
て

い

く
こ

と

か

ら
始

め

る
。

　

侯
景
が

太
清
二

年
（

五

四
八
）

八

月

に

反
亂
を

起
こ

し

て

か

ら
、

太

清
三

年
の

建

康
陥
落

、

更
に

承
聖

三

年

（

五

五

四
）

の

西

魏
の

侵
攻
に

よ

る

江
陵
陥

落
に

至

る

六

年

間
は
、

次
の

よ

う

に

推
移

す

る
。

・

太
清
二

年
（
五
四

八
）

八

月
、

侯

景

反

す
。

庚

信
35
歳

。

　
同

年
十
月

、

侯

景
の

軍
は
建

康
に

迫
る

。

簡
文

帝
蕭

綱
（

時
に

　
太

子
）

は

信
に

命
じ

、

宮

中
の

文

武
千

餘
人

を

率
ゐ

て

朱

雀
航

　
を

守
ら
せ

る
。

景
の

至

る

に

及
び

、

信
は

衆

を
以
て

先
に

退

く
。

・

三

年
（

五

四

九
）

三

月
、

侯
景
は

宮

城
を

陥
す

。

　
五

月
、

武
帝

没

し
、

簡
文

帝

即
位

。

庚
肩
吾
を

度
支
尚

書
と

　

為
す

。

庚
信
は

建

康

を
脱
け

出
て

江
陵
に

向
か

う
。

・

簡
文

帝

大

寶
元

年
（

五

五

〇
）

、

庚

信
は

逃
亡

生

活
を

続
け
て

　
い

る
。

・

大

寶
二

年
（

五

五
一
）

十

月
、

侯

景
は

簡
文

帝
を

弑
す

。

　

廣
信
は
、

都
か

ら
巴

陵
、

更
に

郢

州

を

経
て
、

此
の

年
の

中
頃

、

　

す
な

わ
ち

建

康
が

陥

落
し

て

二

年

半

後
に

湘

東
王

蕭
繹
の

拠
る

　

江

陵
に

辿
り

着
き
、

父

肩

吾
に

会
う

。

間

も
な
く

肩
吾

卒

す
。

　

庚

信
は

御
史
中
丞

と

な
る

。

・

承

聖

元

年
（

五

五

二
）

三

月
、

王

僧
辯

、

陳
覇
先
ら

、

侯

景
を

　

討

伐
し
、

亂
は

平
定

。

　

四

月
、

益

州
刺

史
武

陵
王

蕭

紀、

蜀
で

帝
位
に

即
く

。
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十
一

月
、

蕭

繹

江

陵
で

即

位
（

元

帝
）

。

庚

信

は

右

衛

将

軍

に

転
じ
、

武
康

県
侯
に

封
ぜ

ら

れ
る

。

・

承
聖

二

年
（
五

五

三
）

五

月
、

蜀
に

拠
っ

た

武

陵
王

紀
は

元

帝

に

攻
め

ら

れ

て

敗
死

。

・

承
聖
三

年
（

五

五

四
）

、

庚
信
42

歳
。

七

月
、

帝
は

散

騎
常
侍

庚
信
ら

を
西

魏
に

使
せ

し

む
。

十
一

月
、

西

魏
の

大

軍
に

攻
め

ら
れ

て

江

陵
は

陥
落

。

元

帝
は

執
え
ら

れ
、

十
二

月
に

殺
さ

れ
る

。

庚
信
は

そ
の

ま
ま

西
魏
に

抑
留
さ
れ

る
。

　
こ

の

数
年
間
の

事

情
を

庚
信
の

行

動
を

中
心
に
、

順

序
で

も

う
少

し

詳
し

く

見
て

い

く
こ

と

に

す
る

。

　
一
、

侯

景
の

亂

　
　
1
建

康
の

戦
い

ー
宮
城
陥
落

　
　
2
庚

信
は

江

陵
へ

逃
れ

る

　
二
、

元

帝

（
湘

東
王

蕭
繹）

即
位

　
　
1
西

魏
へ

の

使
者

　
　
2
江

陵
陥
落

−
長
安
拘
留

一
、

侯

景
の

亂

次
の

よ

う

な

　

梁
・

武

帝
の

太

清

元

年
（

五

四

七
）

、

東

魏
の

司

徒
で

あ
っ

た

侯
景
が

、

豫
・

廣
・

潁
・

洛
等

、

河

南
の

十
三

州
を

以
て

内

属
を

求
め

て

き

た
。

武
帝
は

侯
景
の

帰

順
を

許
し
、

大

将
軍、

河

南
王

に

封
じ

た
。

　

侯
景
が

内

属
を
求
め

て

き
た
の

は
、

東
魏
に

お

い

て

危
険
人

物

と

し

て

誅
殺
さ

れ
そ

う
に

な
っ

た

た
め

で

あ
っ

た
。

し

か

し

翌

二

年
二

月
、

武
帝
は

そ
の

東

魏
と
連

和
し

て

し

ま

い
、

身
の

危
険

を

感
じ

た

侯

景
は

梁
に

対
し

て

異
志

を
懐

く
よ

う
に

な
っ

た
。

合

肥

を
守
っ

て

い

た

播

陽
王

蕭

範
や
司

州
刺

史
羊

鴉
仁
が

侯

景
に

異

志

の

有
る

こ

と

を

朝

廷
に

伝
え

て

き

た

が
、

領
軍

将

軍
の

朱
昇
は

そ

れ

を
無

視
し
て

奏
聞
し

な
か
っ

た
。

　
一

方
、

侯
景
の

方

は
、

臨

賀
王

蕭
正

徳

（

武
帝
蕭
衍
の

異
母
弟
）

が

帝

位

継
承
の

こ

と

で

朝
廷

を
怨

ん

で

い

る

こ

と

を

知
り
、

密
か

に

内

応
の

約
束
を

結
ん

で

八

月
に

寿
春

に

反

し

た
。

そ

う

し

て

合

肥
、

歴

陽、

京
口

と

軍
を
進

め

て

十
月
に

は

都
に

迫
っ

た
。

そ

れ

に

対
し

て

朝
廷
は

、

揚
州

刺
史
宣

城
王

蕭
大

器
（

簡
文

帝
の

長

子
）

を

都

督
城
内

諸

軍

事
と

し
、

南

浦

侯

蕭
推
（
武

帝
の

弟

安
成
王

蕭

秀
の

子
）

に

東

府

城
（
建

康
の

南
）

を
、

西

豊
侯

蕭
大

春
（

簡
文

帝

の

第
六

子
）

に

石

頭

城
（
建

康
の

西
）

を
、

そ

う
し

て

軽
車

長

史
謝

禧
に

白
下

（
建

康
の

北
）

を

守
ら
せ

た
．

1

建

康
の

戦
い

1
陥

落

　

や

が

て

建

康
に

迫
っ

た

侯

景
の

軍
は
、

蕭
正

徳
が

密
か

に

遣
わ

し

た

船
で

江
を

渡
り

朱

雀
航

に

向
か
っ

た
。

都
の

南
に

あ
る

丹

陽

郡
に

駐
屯
し

て

い

た

正

徳
の

軍
が

そ

れ
に

合
流

し

た
。

時
に

庚

信

は

建

康
の

令
で

あ
り

、

太
子

の

命

令
で

朱

雀
航
の

守

備
に

つ

い

て

い

た

が
、

侯

景
の

軍
が

迫
っ

て

く
る

と
一

戦
も

交
え

る

こ

と

な

く

撤

退
し

て

い

る
。

そ

の

時
の

様
子

に

つ

い

て

『

梁
書
』

侯

景
伝
に

2
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は

次
の

よ

う
に

記
し

て

い

る
。

・

建

康
の

令

庚

信
は

兵

千

餘
人

を

率
ゐ

て

航

北
に

屯

す
。

景
の

　
　

　

　
　

　

　
　

　
ふ

な

ば
し

　
航
に

至

る

を
見

て
、

　
航

を

徹
せ

ん

こ

と

を

命
ず

。

始

め
一

舶

　
を

除

く

も

遂
に

軍
を

棄
て

て

南
塘
に

走

る
。

遊
軍

復
た

航

を

　
閉

ざ
し

て

景
を

渡
す

。

皇

太

子

は

乗

る

所
の

馬
を

以

て

王

質
に

　
授

け
、

精

兵
三

千
を

配
し

て
、

庚
信

を

援
け

し

む
。

質
は

領
軍

　
府

に

至

り

て
、

賊
と

遇
ひ

、

未
だ

陣
せ

ず
し

て

便
ち

奔
走

す
。

　
景
は

勝
に

乗
じ

て

闕

下

に

至

る
。

　
　
建

康
令
硬

信
率

兵

千
餘

人

屯

航
北

。

見

景
至

航
、

命
徹
航

。

始
除
一

　
　
舶

遂
棄
軍
走
南
塘

，

遊
軍

復
閉

航
渡
景

。

皇

太
子
以

所

乗
馬

授
王

質、

　
　
配

精
兵
三

千
、

使

援
庚
信

。

質
至

領
軍
府

、

與
賊

遇、

未

陣
便
奔
走

。

　
　
景

乗
勝
至

闕

下
。

『

周

書
』

庚

信
傳
、

及

び

『

南
史
』

侯

景
傳
に

は
、

此
の

時
の

様

子
が

次
の

よ

う

に

記

さ

れ

て

い

る
。

・

侯

景

亂

を

作

す

や、

梁
の

簡
文

帝

は

信
に

命
じ

て

宮

中
の

文

　
武

千

餘
人
を

率
ゐ

て
、

朱

雀
航
に

営
せ

し

む
。

景
の

至

る

に

及

　
び
、

信
は

衆

を
以

て

先
に

退

く
。

　
　
侯
景
作
亂

、

梁

簡
文

帝
命
信
率
宮
中
文

武
千
餘
人、

営
於

朱
雀

航
。

　
　
及

景
至
、

信
以

衆
先

退
。

（

『

周

書
』

庚

信
傳
）

・

建

康
の

令

庚
信
、

兵

千

餘
人

を

率
ゐ

て

航
北
に

屯
す

。

景
の

　
至

る
に

及

び

航

を

徹
す

。

始
め
一

舶
を

除
く

に
、

賊
軍

皆
な

　
鐵

面
を

著
く
る

を

見
、

遂
に

軍
を

棄
て

て

走

る
。

南

塘
の

游

軍

　
復
た

航
を

閉
ざ
し

て

景
を

度
す
。

　
　
建

康
令

庚
信

、

率
兵

千
餘
人

屯

航

北
。

及

景

至

徹
航
、

始

除
一

舶、

　
　
見
賊

軍

皆

著
鐵

面
、

遂
棄
軍
走

。

南
塘
游
軍

復
閉

航
度
景

。

〔
「

南

史
』

　

　

侯
景
傳
）

朱

雀
航
は

秦

淮
河

に

渡
し

た

船
橋
で
、

そ
の

北
に

あ
る

朱

雀
門
を

通
っ

て

行

く
と

宮
城
の

正

門
で

あ

る

宣

陽
門
に

至

る
。

首

都
防
衛

の

重
要

拠
点
で

あ

り
、

敵
に

こ

こ

を

突
破
さ

れ

る

と

宮
城
ま

で
一

氣
に

攻
め

込

ま

れ

て

し

ま

う
。

太
子
の

信

任
厚

か
っ

た

建

康
令
庚

信
は

、

こ

の

重

要
な
場

所
の

守
り

を

任
さ

れ
て

い

た

の

で

あ
っ

た
。

に

も
か

か

わ

ら

ず
庚

信
は

、

侯
景
軍

の

勢
い

に

圧
倒

さ
れ

て

戦
う

こ

と

な

く

撤
退
し

て

い

る
。

　

な

お

『

梁
書
』

臨

賀
王

蕭
正

徳
傳
に

よ

れ

ば
、

・

景
の

江
に

至

る

に

及

び
、

正

徳
は

潜
か

に

空

舫
を

運

ら
し
、

詐

　

り

て

荻
を

迎
ふ
と

稱

し、

以
て

景
を

済

す
。

朝
廷

未
だ

其
の

謀

り

　

ご

と
を

知

ら
ず

、

猶
ほ
正

徳
を

遣
し
て

朱
雀
航
を

守
ら
し

む
。

景

　
の

至

る

や
、

正

徳
は

乃

ち

軍
を
引

き
て

景
と

倶
に

進
む

。

　

　

及
景
至

江、

正

徳
潜
運

空

舫
、

詐
稱
迎
荻、

以

済
景

焉
。

朝

廷

未
知

其

　

　

謀、

猶
遣
正

徳
守

朱
雀
航

。

景
至
、

正

徳
乃

引

軍

與
景

倶
進

。

の

よ

う
に

、

朱

雀
航
に

は

別

に

朝
廷

か

ら
、

侯

景
と

手

を

結
ん

で

い

る

蕭
正

徳
が

派
遣
さ

れ

て
い

た

と

あ
る

が
、

朱
雀

航
に

は

皇
太

子

蕭
綱
の

命
に

よ
っ

て

庚

信
が

守

り

に

つ

い

て

い

る
の

で
、

『

梁

書
』

蕭
正

徳
傳
の

記
述

に

は

間

違
い

が

あ

る
の

で

は

な

か

ろ

う
か
。

次
に

挙
げ
る

『

資

治
通

鑑
』

梁
紀
一

七

で

は
、

蕭
正

徳
は

宮

城
の

正

門
で

あ

る

宣

陽
門

を
守
っ

て

い

た

こ

と

に

な
っ

て

い

る
。

　

侯

景
が

正

徳
の

内

応
に

よ
っ

て

建

康

城
に

侵

入

し
、

更
に

宮

城

に

迫
っ

て

く

る

様

子
に
つ

い

て

は
、

『

資

治
通

鑑
』

梁
紀
【

七

に

次
の

よ

う
に

ま
と

め

て

記

さ

れ
て

い

る
。

・

侯

景

朱

雀

桁
の

南

に

至

る
。

太

子
は

臨
賀
王

正

徳
を

以
て

宣
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陽

門
を

守

ら
し

め
、

東
宮

学
士

新

野

の

庚
信
を

し

て

朱
雀
門

を

守
り

、

宮

中
の

文

武
三

千

餘
人

を

帥
ゐ

て

桁
の

北

を
衛
ら

し

む
。

太
子

は

信
に

命
じ

て

大
桁

を

開
き
て

以

て

其
の

鋒
を

挫
か

し

め

ん

と

す
。

正

徳
曰

く

「

百
姓

桁

を

開
く

を

見

ば
、

必

ず

　

　

　

　

　

　

　

　

し

ば
ら

　
　
た

み

大
い

に

驚
駭
せ

ん
。

且

く

物
の

情
を

安
ん

ず
可

し
」

と
。

太

子

之

に

従
ふ

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ひ

き

俄
か

に

し

て

景
至

る
。

信
は

衆

を

帥
ゐ

て

桁
を

開
く

。

始
め

て

一

舶

を

除
く

も
、

景
の

軍

皆
な

鐵

面

を

著

く
る

を

見
、

退
き

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
まハ
ヒつ

て

（

朱

雀
）

門
に

隠
る

。

信
は

方
に

甘

蔗
を

食
ふ

。

飛
箭

有
り

　

　

　

　
あ
た

て

門
柱
に

中
り

、

信
は

甘
蔗
を

手

に

す
る

も
、

弦
に

應
じ

て

落

し
、

遂
に

軍

を

棄
て

て

走

る
。

南
塘
の

遊
軍

沈

子

睦
は

、

臨
賀

王

正

徳
の

黨
な

り
。

復
た

桁
を

閉
ぢ

て

景
を

渡
す

。

太

子

は

王

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ひ

さ

　
　

　
　
　
　
　
　
た

す

質
を
し

て

精
兵

三

千
を

将
ゐ

て

信
を

援
け
し

む

る

も
、

領

軍
府

　

　

　

　

　

　

　

あ

　
　
　

　
　
　
　
　
　

ぢ
ん

に

至

り

て
、

賊
に

遇

ひ
、

未
だ

陳
せ

ず
し

て

走
る

。

正

徳

は

衆

を
張

侯
橋
に

帥
ゐ

て

景

を

迎
へ

、

馬
上

に

揖

を

交

す
。

既
に

宣

陽
門
に

入

る

や
、

闕
を

望
み

て

拝
し

、

歔
欷
し

て

流

涕
す

。

景
に

随
ひ

て

淮
を

渡
る

や
、

景
の

軍

は

皆
な

青

袍
を

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ

か

著
し

、

正

徳
の

軍

は

並
び

に

絳
き
袍

を

著
し

、

碧
の

裏
な
り

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か

へ

既
に

景
と

合
す

る

や、

悉
く

其
の

袍
を

反
す

。

景
は

勝
に

乗
じ

て

闕
下
に

至

る
。

　

侯
景

至

朱
雀
桁
南、

太

子

以

臨

賀
王

正

徳
守
宣
陽
門、

東

宮

学
士

新

　

野
庚

信
守
朱
雀
門、

帥

宮
中

文

武
三

千
餘
人
衛
桁
北

。

太
子

命
信
開

　

大

桁

以
挫
其

鋒
。

正

徳
日

「
百

姓
見

開
桁、

必

大

驚
駭

、

可

且

安
物

　

情」

太

子

従
之

。

　

俄
而

景
至

。

信

帥
衆
開

桁
、

始
除
一

舶
。

見
景
軍

皆
著
鐵
面

、

退
隠

于
門．、

信
方

食
甘
蔗
。

有
飛

箭

中
門
柱、

信
手

甘
蔗
、

應
弦

而

落
、

遂
棄
軍

走
。

南
塘
遊
軍

沈
子

睦、

臨
賀
王

正

徳
之

黨

也
。

復
閉

桁
渡

景
。

太

子

使
王

質
将

精

兵
三

千

援
信、

至

領
軍

府
、

遇

賊、

未

陳
而

走
。

正

徳
帥
衆
於

張

侯
橋
迎
景

、

馬
上

交

揖
。

既
入

宣
陽
門、

望
闕
而

拝
、

歔
欷
流

涕．、

随
景

渡

淮
、

景
軍

皆
著
青
袍、

正

徳
軍

並

著
絳

袍
、

碧

裏
。

既

與
景

合
、

悉

反
其
袍

。

景
乗

勝
至

闕
下

。

　

侯

景
が

反

し

た

太

清
二

年

（

五

四

八
）

当
時
、

庚

信
は

東
宮

学

士

と

し

て

建

康
令
を

領
し

て

い

た
。

そ
の

頃
の

様
子

を
庚

信
は
「

哀

江
南

賦
」

で

次
の

よ

う
に

記
し

て

い

る
。

　

乃

ち

解
懸
し

て

通

籍
し

、

遂
に

崇
文

に

し

て

武
に

會

す
。

　

笠

轂
に

居
り
て

兵
を

掌
り
、

蘭
池
に

出
で
て

典
午
た
り

。

　

兵

を

江
漢
の

君
に

論
じ
、

圭
を

西

河
の

主
に

拭
ふ

。

　
　
乃

解
懸

而

通

籍、

遂
崇
文
而

會
武

。

居
笠

轂
而
掌
兵
、

出
蘭
池
而

典

　

午
。

論
兵
於

江

漢
之

君、

拭
圭

於
西

河
之

主
。

「

宮

門
に
あ

る

名

札
を

外
し

て

自
由

に

宮
内
に

出

入

り

し
、

崇
文

觀

に

居

な

が

ら

も
武

事
に

携
わ
っ

て

い

た
。

車
笠
の

下

に

坐
し

て

兵

を

掌
り

、

蘭

池
に

出
て

は

軍
を

指

揮
し
て

お

り
、

江

漢
の

君
と

兵

を

論
じ

た

り
、

西

河
（

東

魏
）

の

主
の

許
に

使

者
と
し
て

赴
い

た

り

し

た
。

」

　

時
に

庚

信
は

東
宮

に

お

い

て

文

武
の

任

を

兼
ね
て

い

た
。

『

庚

　
　
　

　

　

　

　

　

　

ゆ
り

開

府

集
』

に

付

す

滕
王

遉
の

序
に

よ

れ

ば
「

又

た

東
宮

領

直
、

春
宮

兵

馬
と

為

り
、

並

び

に

節

度
を

受
く

」

と

あ
る

。

そ

う
し

て

其
の

軍

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ゆ

う

事
、

と
り

わ

け

水

戦
の

能

力
に
つ

い

て

は
、

同

じ

く

滕
王

遉
の

序
に

4 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Chinese Literature of the Middle Ages

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Chlnese 　Lrterature 　of 　the 　Mlddle 　Ages

「

時
に

江

路
に

賊

有
り

。

梁
の

先

主
は

信
を
し
て

湘
東
王
（

蒸
繹

。

後
の

元

帝
）

と

中

流

水

戦
の

事
を

論
ぜ

し

む
。

醜

徒

其
の

名

徳
を

閔
き

、

遂
に

即
ち

散

奔
す

。

深
く

梁
主
の

賞
す
る

所
と

為
る
」

と

あ
る
よ

う

に
、

そ
の

兵

法
の

知

識
は

戦
わ

ず
し

て

敵
を
退

散
さ
せ

る

ほ

ど
の

も
の

で

あ
っ

た

と
い

う
。

し

か

し

な
が

ら
実

戦
に

お
い

て
は

其
の

能

力
は

全

く
發

揮
さ
れ

る
こ

と

は

な
か
っ

た
。

　

宮
城
は

包

囲
さ

れ
て

五

か

月
近

く

経
っ

た

太
清
三

年
三

月
に

陥

ち
、

侯

景
は

自
ら

都
督
中

外
諸

軍
事
、

大
丞

相
、

禄
尚
書
と

為

り
、

各

地
か

ら

都
に

集
ま
っ

て

い

た

諸
王

侯
の

三

十

餘
萬
の

援
軍

は
、

不

和
の

た

め

に

為
す
術
も
な

く
退

散
し

て

し

ま
っ

た
。

侯

景
は

約

束
に

よ
っ

て

蕭
正

徳
を
天

子
と
し

、

正

平
元

年
と

改

元
し

て
い

た

が
、

宮

城
が

陥

落
す
る

と
太

清
の

号
を

復
し

、

正

徳
を

降
し

て

大

司

馬
と

し

た
。

や
が

て

侯

景
を

恨
ん
だ

正

徳
が

不

穏
な

動

き
を
見

せ

始
め

た

の

で
、

侯
景
は

彼
を

殺
し

て

し

ま
っ

た
。

五

月
に

武
帝

蕭
衍
は

八

十
六

歳
で

崩
じ

、

侯

景
が
全

権
を

握
っ

て

い

る
な
か

で

皇
太

子

蕭
綱
（

簡

文
帝
）

が

即

位
し

た
。

2

江

陵
へ

逃
れ

る

　
朱

雀
航
で

敗

れ
て

後
の

庚
信
の

行

動
に
つ

い

て

は
、

記

録
が

無

い

の

で

よ

く
わ

か

ら

な
い

。

『

周
書
』

本

傳
に

は
、

　
臺

城
の

陥

落

す
る

や
、

信

は

江

陵
に

走

る
。

梁
の

元

帝

制
を

　
承
く

る

や
、

御
史
中
丞
に

除
せ

ら
る

。

位
に

即
く
に

及
び
、

右

　
衛

将
軍
に

転
じ

、

武

康
県
侯
に

封
ぜ

ら

る
。

と

あ

る

だ

け

で
、

詳
し

い

こ

と

は

書
か

れ

て

い

な
い

。

　
「

哀
江

南
賦
」

に

は
、

侯

景
に

よ
っ

て

建

康
が

陥
落
し

、

武
帝
、

簡
文

帝
が

害
に

遇
っ

た

こ

と

を

述
べ

た

段
の

結
び

に
、

　

鬼
同

曹
社
之

謀
、

人

有
秦
庭

之

哭
。

　
さ

「

鬼
は

曹
社
の

謀
を

同
じ

く
し

、

人

に

秦
庭
の

哭

有
り

」

と

あ

り
、

春
秋
の

頃、

呉
に

都
を

奪
わ

れ

た

楚
の

申
包

胥
が

援
軍

を

求

め

て

秦
に

行
き
、

七

日

七

夜

聲
を

絶
た

な

か
っ

た

故
事

を

踏
ま

え
、

庚

信
は

建

康
を

脱
け

だ

し

て
、

江
陵
の

湘

東
王

蕭
繹
ら
諸

王

の

許

に

救
援
を

求
め

に

向
か

っ

た
よ

う
な
こ

と

が

記
さ
れ

て
い

る
。

し

か

し

實
際
は

、

庚

信
が

江
陵

に

拠

る

湘
東
王

蕭…

繹

（

元
帝
）

の

所

に

辿
り

着
い

た

の

は

大

寶
二

年
（
五

五
一
）

の

中

頃
の

よ

う
で

あ

る

か

ら
、

宮

城
陥

落
後
二

年

餘
り
が

経
っ

て

い

る
。

途
中

、

ど

の

よ

う
な

事

情
が

あ
っ

た
の

か

わ

か

ら

な
い

が
、

こ

れ
で

は

何
の

役

に

も
立
た

な
い

。

　

宮
城
陥

落
後
二

年
餘
り

の

間
の

庚
信
の

行
動
に

つ

い

て

は

「

哀

江

南
賦
」

序
に

、

　
あ

あ

　
つ

ち

の

ズ

た
つ

　

　

　

　

　

け
ん

が

い

・

粤

戊

　
辰
の

年
、

建
亥
の

月

を
以

て
、

大

盗

國
を

移
し
、

金

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
か

く

　

陵

瓦

解
す

。

余
は

乃

ち

身
を

荒
谷

に

竄
し
、

公

私

塗

炭
す

。

　

　
粤
以

戊
辰
之

年、

建

亥
之

月
、

大
盗

移
國、

金

陵
瓦

解
。

余
乃

竄
身

　

　
荒
谷

、

公

私
塗

炭
。

と

記
さ

れ
て

お

り
、

賦
の

方
に
は

其
の

逃
亡

の

様

子
に
つ

い

て
、

　
し

カ

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
カ

　

爾
し

て

乃

ち

璽
を

関
塞

に

假
り

、

使
者
と

稱
し

て

酬
對
す

。

　

鄂
坂
の

譏
嫌
に

逢
ひ

、

彫

門
の

征
税
に

値
ふ

。

　

　

　
　

　

　
　
プ

コ

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　
　
　
む

ち

ノ

　
　

　

　

ラ
た

　

　

さ
す

た

　

白

馬
に

乗
る

も

前
ま

ず
、

青
騾
に

策

つ

も

轉
た

礙

げ

ら
る

。

　

落

葉
の

扁

舟
を

吹
き
、

長

騒
に

上

游
に

飄
ふ

。
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爾

乃

假
璽
於
関
塞

、

稱

使
者

之

酬
對

。

　

　

逢
鄂
坂

之

譏
嫌、

値
彫

門
之

征
税

。

　

　

乗

白
馬

而

不

前、

策
青
騾
而

轉
礙

。

　

　

吹
落
葉
之

扁
舟
、

飄

長

駟
於

上

游。

「

私
は

天

子

の

使

者
の

名
を

借
り

て

関
所
を
通

り
、

関

所
役
人

と

　

　

　
　

　

　
　

　

　
が

く
は

ん

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し

も
ん

の

受
け

答
え

を
し

た
。

鄂
坂

で

は

厳
し

く
尋
問

さ
れ
、

形
門
で

は

通

行
税
を

徴

収
さ
れ

た
。

白
馬

に

乗
っ

て

も

関
所
を

抜
け

ら
れ

ず
、

青
い

ラ
バ

に

策
打
っ

て

も

次
々

と

邪

魔
を

さ
れ

た
。

落
ち

葉
の

よ

う
な

小

舟
に

身
を

任
せ

、

長
風
に

吹
か

れ

て

上

流
に

漂
っ

て

い

つ

た
。

」

と

あ

る
。

こ

れ
に

よ

れ
ば

庚

信
は

朝

廷
の

使

者
と

偽
っ

て

逃

避
行
を

続

け
て

い

っ

た

よ

う
だ

。

そ
の

経
路
に

つ

い

て

は

「

哀

江
南

賦
」

に

次
の

よ

う
に

あ
る

。

　

　

　
　

　

　
　

　
お
ら

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

な
か

ア
　

　
か

く

　

帆

を

黄
鶴
の

浦
に

落
し

、

船
を
鸚

鵡
の

洲

に

藏
す

。

　

路
は

已

に

湘
漢
に

分
れ

、

星

は

猶

ほ

斗
牛

に

看
る

。

　

　

落

帆
黄
鶴
之

浦、

藏
船

鸚
鵡
之

洲
。

　

　

路
已

分
於

湘
漢、

星

猶

看
於

斗
牛

。

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　
え

い

長

江
を

遡
っ

て

「

黄
鶴
之

浦
・

鸚
鵡

之

洲
」

す
な

わ

ち

郢

州
（

武

昌
）

を

通
り
、

「

湘
水
・

漢

水
」

の

地
、

す

な
わ

ち

岳

州
を

過

ぎ

て

江
陵
に

向
か

っ

て

い

る
。

　

続
い

て

賦
に

は
、

建
康

を
脱

出
し

て

か

ら

江

陵
に

辿
り

着
く

ま

で

の

苦

難
が

詠
わ

れ
て

い

る
。

　

　

　
　

　

　
　
ホ

さ
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

オ
び

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

ぽ

カ

　

荊

衡
の

杞

梓
を
謂

ひ
、

江

漢
の

恃
む

可

き
を
庶
ふ

。

　

淮
海

維
揚
よ

り
、

三

千

餘
里

。

　

　

　
　
よ
ぎ

　

漂
渚
に

過
り

て

寄
食
し

、

蘆
中
に

託
し

て

水
を

渡
る

。

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
ち
か

　
七

澤
に

屈
し
、

十
死

に

濱
し

。

　

　
謂
荊

衡
之

杞
梓、

庶

江
漢
之

可

恃
。

淮
海

維

揚、

三

千
餘
里

。

　

　
過
漂
渚
而

寄
食、

託
蘆

中
而
渡
水

。

屈
於
七

澤、

濱
於

十
死
。

「

荊

衡
に

在
る

杞
梓
（

元
帝
）

の

こ

と

を
思
い、

江

漢
の

地
の

拠
る
べ

き
を
願
い
つ

つ
。

淮
海

揚
州
の

地

か

ら
、

は

る

ば

る

と

三

千
餘

里
。

漂
渚
に
立

ち

寄
っ

て

寄

食
し

た

り
、

蘆
の

中
に

身

を

潜
め

て

江
水

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

カ

が

を

渡
っ

た

り
、

雲

夢
の

七

澤
に

身

を

屈
め

て
、

十

死

に

も

近

い

目

に

遭
っ

て

き
た

。

」

　

な

お

『

南

史
』

梁
宗
室

傳
に

は
、

信
が

江

陵
に

向
か

う

途

中
に

郢

州

刺

史
蕭
韶
の

許
に

滞

在
し

て
い

た

折
り
の

こ

と

が

記

さ

れ
て
い

る
。

蕭
韶

は

長
沙

王

蕭
懿
（

文

帝
の

長

子
で

、

武

帝
の

兄
）

の

孫
で

あ

り
、

幼
童
の

頃
は

庚

信
と

親

密
な
関
係
に
あ
っ

た
。

　

韶

昔

幼
童

為
り

し

と

き
、

庚
信
は

之

を

愛
し

、

断
袖
の

歓

有

　

　
　

　

　
　
よ

　

り
。

衣
食
の

資
る

所、

皆
な
信
の

給
す
る

所
な

り
。

客

を
遇

す

　

る

に
、

韶
は

亦
た

信
の

為
に

酒
を

傳
ふ

。

後
に

郢

州

と

為
る

。

　

信
の

西

し

て

江

陵
に

上

る

や
、

途
に

江

夏
を

経
る

。

韶
は

信
に

　

接

す
る

こ

と

甚
だ

薄
し

。

青
油
の

幕
下

に

坐
せ

し

め
、

信

を
引

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
ほ

こ

　

き

て

宴
に

入

る

や
、

信
を

別

榻
に

坐
せ

し

め
、

自
ら

矜
る

色

有

　

　
　

　
や
が

　
　

　

　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
た

け

な
は

　
　

　
　

　
　

　

　

　

　
　

　
　

　
　

た
だ

　
り

。

信

稍
て

堪
え

ら

れ
ず

、

酒
の

酣

な
る

に

因

り
て

、

乃

ち

徑

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

お

も
て

　
ち

に

韶
の

床
に

上

り
、

躡
の

肴

饌
を

践

み
、

韶
の

面

を

直

視
し

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
さ
き
　

　

　

　

　

　

　
　

こ

と

　
て
、

曰

く
「

官
の

今

日
の

形

容
、

大
い

に

近
の

日
に

異
な
れ
り

」

と
。

　

時
に

賓
客

坐

に

満
つ

れ
ば

、

韶
は

甚
だ

慚
耻
す

。

　

　
韶
昔
為

幼
童
、

庚
信
愛
之

、

有
断
袖
之

歓
。

衣

食
所
資、

皆
信
所
給

。

　

　
遇
客、

韶
亦

為
信

傳
酒

。

後

為
郢
州

。

信
西

上

江

陵
、

途
経
江

夏
。

　

　
韶
接

信
甚
薄。

坐
青
油
幕
下、

引

信
入

宴
。

坐

信
別

榻、

有

自
矜
色

。

　

　
信

稍
不

堪
、

因
酒
酣

、

乃

徑
上

韶
床

、

践
躡
肴
饌、

直
視

韶

面
、

日
「

官
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今
日

形

容
大

異
近

日
」

時
賓
客

満
坐
、

韶
甚
慚
耻

。

こ

の

よ

う
に

建

康
か

ら

江

陵
へ

は

長

く
苦

難
の

旅
が

続
い

た

よ

う

で

あ

る

が
、

そ
れ

は

時
期
的
に

も
、

も
は

や
援

軍
を

求
め

て

の

も

の

と

は

考
え

ら
れ

な
い

。

　
庚

信
は

宮

城
が

陥
落
し

て

か

ら

二

年

餘
り
の

間
、

こ

の

よ

う
に

知
人

や
友

人
を

頼
り

な
が

ら
、

梁

朝
再
興

を

湘
東
王

蕭
繹
（

武
帝

の

第
七

子）

に

期

待
し

て
、

彼
の

拠

る

江
陵
に

近
づ

い

て

い

っ

た

の

で

あ
ろ

う
。

た

だ

二

年
餘
り

と

い

う
の

は

少
々

長

す

ぎ
る
の

で
、

或
い

は

其
の

間
、

各
地
に

拠
る

諸
王

た

ち
の

情
報
を

集
め

て
、

身

を

寄
せ

る
べ

き

安
全

な

場

所

を

探
し

て

い

た

こ

と

も

考

え

ら

れ

る
。

二
、

元

帝
（

湘

東
王

蕭

繹）

即
位

　

皇

太

子

蕭

綱
（

簡

文

帝
）

は

大

寶
元

年

（

五

五

〇
）

五

月
に

即

位
し

た
。

庚

信
の

父
の

肩
吾

は

そ

の

度
支
尚
書
と

な

り
、

侯
景
の

命
で
、

江

州

に

拠
っ

て

侯

景
に

抵

抗
し

て

い

る

當

陽
公

大
心

に

降

伏
勧

告
に

向
か
っ

た
が
、

到
着
前

に

大

心
が

侯

景
に

降
っ

た

た
め

に

途

中
で

姿
を
く

ら
ま

し
、

後
に

江

陵
に

辿
り

着
い

て

い

る
。

八

月

に

侯
景
は

位
を

相

國
に

進

め
、

二

十
郡

を

封
土

と

し

て

漢
王

と

な
っ

た
。

そ

う

し

て

翌
年
の

八

月

に

は

簡
文

帝
を

廃
し

て

晉

安
王

と

し
、

豫
章
嗣

王

蕭

棟
（

昭

明

太
子

蕭
統
の

孫
）

に

禅
位
さ
せ

た

う

え
で
、

十
月

に

殺
し

て

い

る
。

　

江
陵
に

拠
っ

た

湘

東
王

蕭

繹
は

、

兵
を

挙
げ
た

湘
州

刺
史
河

東

王

蕭

譽

（

昭

明

太

子

蕭
統
の

次

子
）

、

雍

州

刺

史
岳
陽
王

蕭
警
（

譽

の

弟
）

や
、

邵

陵
王

蕭

綸
（

武
帝
の

第
六

子
）

、

益
州

刺

史
武

陵
王

蕭
紀
（

武
帝
の

第
八

子
）

ら

を

鎮
圧

し

な
が

ら
、

大

寶
三

年

（

五

五

一
一

）

三

月

に

は

王

僧
辯
、

陳
覇

先
ら

の

働
き
で

侯

景
を

討
伐
し

て

殺
し

た
。

そ

う
し

て

承
聖

元

年

（

五

五

二
）

十
一

月
、

江

陵
で

即

位
（

元

帝
）

し

た
。

　

庚
信
が

湘
東
王

の

許
に

辿

り

着
い

た
の

は

即
位
の

前

年
、

大

寶

二

年
（

五
五
一
）

の

中
頃
で

あ
っ

た
。

そ
こ

で

父

の

肩
吾
と

再

会

し
、

や
が

て

御
史
中
丞

に

除
せ

ら

れ
、

王

が

即
位

（

元

帝
）

す
る

と

右
衛

将
軍
に

転
じ

、

武

康
県
侯

に

封
ぜ

ら
れ

て

い

る
。

1

西
魏
へ

の

使

者

　

江
陵
で

即

位
し

た

元

帝
の

課

題
は

、

國
内
に

於
て

は

各
地
に

割

拠
し

て

い

る

諸
王

の

勢
力

を

抑
え

る

こ

と
と

、

対
外
的
に

は

北
斉

（

東

魏
は

大
寶
元

年
（
五

五

〇
）

に

滅
亡

し
、

齊
が

建

国
）

と

西

魏
の

侵
攻
を

防
ぐ

こ

と

で

あ
っ

た
。

時
に

北
齊
と

は
一

応
は

國
交
が

あ

っ

た

が
、

西

魏
と
は

そ
れ

は

無
か

っ

た
。

　

前
者
に

つ

い

て

は
、

蜀
に

勢

力
を

張
っ

て

い

る

武
陵
王

蕭

紀
（

武

帝
の

第
八

子
）

、

郢

州

の

邵

陵
王

蕭
綸
（
武

帝
の

第
六

子
）

が

あ
り
、

ま

た

岳
陽
王

蕭
督

、

河

東
王

蕭

譽
（

い

ず

れ

も
昭

明
太

子

蕭
統
の

子
）

ら

が
、

元

帝
に

対
抗
し

て

い

た
。

後
者
に
つ

い

て

は
、

と

り

わ

け

南
下

の

機

会
を

窺
っ

て

い

る

西

魏
に

対

す
る
備
え

が

必

要
で

あ
っ

た
。

　

元

帝
は

諸
王

に

つ

い

て

は

次
々

と

其
の

勢
力
を

抑
え
て

い

っ

た

が
、

西
魏
に

対

し

て

は

何
故
か

危

機
感
に

乏
し

く、

結
局

、

即

位
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し

て

三

年
目

に

江

陵
は

西
魏
の

攻
撃
に

よ
っ

て

陥
落

す
る

。

の

侵
攻
を

年
を

追
っ

て

見

て

み

る

と
、

次
の

よ

う
で

あ
る

。

西
魏

＊

承
聖

二

年
（
五

五

三
）

正

月
、

戊

寅
、

西

魏
は

大

将

尉

遅
迥

を

　

遣
は

し

て

益

州

を

襲
ふ

。

八

月
、

戊

戌
、

尉
遅

迥

益

州
を

陥

　

す
。

〔
『

梁
書
』

元

帝
紀
）

西

か

ら

江

陵
を

制
圧

せ

ん

と

し

た
の

で

　
あ

ろ

う
。

＊

承

聖

三

年
（

五

五

四
）

秋
七

月
、

梁
の

元

帝
は

西

魏
に

使
（

庚

　

信
）

を

遣
し
、

舊
圖
に

據
り

て

以
て

疆

界
を
定
め

ん
こ

と
を

請

　
ひ

、

又

た

斉
と

連

結
す
と

い

ふ
。

太
祖

宇
文
泰
は

其
の

言

辞
を

　
「

悖
慢
な
り

」

と

し

て

「

古

人
に

言

有
り

。

『

天

の

棄
つ

る

所
、

　

　

　

　

　

　

　
お
　コ
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

し

し

　

誰
か

能

く
之
を

興
さ
ん
』

と
。

其
れ
蕭

繹
の

謂

か
」

と

言
っ

て
、

　
全

く
相
手

に

し

な
か
っ

た
。

（
『

周

書
』

巻
二
、

文

帝
紀
下
の

恭
帝
元

　
年
）

＊

冬

十
月
、

柱

國
于

謹
、

中
山

公

護
、

大

将
軍
楊
忠
、

韋
孝
寛

等

　
を

遣
は

し
、

歩

騎
五

萬
も

て

之

（

元

帝
）

を

討
づ

。

（

同

上
）

　

　
な

お

『

資
治
通
鑑
』

梁
紀
に

よ
れ

ば
、

こ

の

年
の

三

月

に

來

聘
し

た

　

　
魏
の

字
文

仁
恕
に

元

帝
が

「

舊
圖

に

拠

り

て

疆
境

を

定
め

ん
こ

と
」

　

　
を

要
求
し

た
こ

と

に
な
っ

て

い

る
。

す
な

わ

ち、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　
た

き
た

　

　
承

聖
三

年
三

月
、

己

酉、

魏
の

侍
中

宇
文

仁
恕
來
聰
す

。

　
會

ま

斉

　

　
の

使
者

も
亦

た

江

陵
に

至

る
。

帝
は

仁
恕
に

接
し

て

斉
使
に

及

ば

ず
。

　

　
仁
恕
歸

り
、

以

て

太

師
（

宇
文
）

泰
に

告

ぐ
。

「

帝
又
た

、

舊
圖

に

　

　
拠
り

て

疆
境

を

定
め

ん
こ

と

を
請
ひ
、

辞

頗

る

不
遜
な

り
」

と
。

　

　
泰
曰

く

「
古

人

に

言

有
り

。

『

天

の

棄
つ

る

所、

誰
か

能
く
之

を

興

　

　
さ

ん
』

と
。

其
れ

蕭
繹
の

謂
か
」

と
。

荊
州
刺

史

長
孫
倹
は

屡

ば

攻

　

　

　
　
　

　
の

　

　
取
の

策

を

陳
ぶ

。

泰
は

倹
を

徴
し

て

朝
に

入

れ、

問
ふ

に

經
略
を

以

　

　
て

す
。

復

た

命
じ

て

鎮
に

還

ら

し

め
、

密
か

に

之
が

備
へ

を
為

す
。

　

　
馬

伯
符
は

密
か

に

使

し

て

帝

に

告

ぐ
も
、

帝
は

之

を

信
ぜ
ず

。

（

馬

　

　
伯
符
は

太

清
三

年
に

魏
に

降
り
、

魏
に

留

め
ら

れ

て

い

た
）

　

　
四

月、

上

散
騎
常
侍
庚

信
ら
を

し
て
、

魏
に

聘
せ

し

む
。

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

く
　
み

＊

冬
十

月
、

丙

寅
、

魏

軍

襄
陽
に

至

り
、

魏

に

與

す
る

岳

陽
王

　

蕭
弩
は

衆
を
率
ゐ

て

之

に

會
す

。

（

『

梁
書
』

元

帝
紀
）

＊

十
一

月
、

辛
亥
、

魏

軍

大
い

に

攻
む

。

世

祖
は

枇
杷

門

を

出

　
で

、

親
ら

陣
に

臨
ん

で

督
戦

す
。

六

軍

敗

績
し
、

城

は

西

魏

　
に

陥
つ

。

（

『

梁
書
』

元
帝
紀
V

　

元

帝
は
西

魏
と

の

関
係
が

次

第
に

緊
張
を

増
し

て

い

く
承

聖
三

年
の

七

月
（

『

周

書
』

文

帝
紀
に

よ

る
。

『

資

治
通
鑑
』

は
四

月

と

す
る

）

に
、

散
騎

常
侍

灰
信
ら

を
西

魏
に

使
者
と

し

て

派
遣
し

て

い

る
。

使
い

の

目
的
は

、

承

聖
三

年

（

五

五

四
）

三

月

に

魏
の

侍

中

宇
文

仁
恕
が

來

聘
し

た

時
に

元
帝
が

要

求
し

た

と

い

う
「

請

拠

舊
圖
定

疆

境
」

（

舊
圖

に

據
り

て

以

て

疆

界
を

定
め

ん

こ

と

を

請
ふ
）

と

い

う
こ

と

に
つ

い

て

の

協
議
で

あ
っ

た

ろ

う
。

し

か

し

宇
文

仁
恕

が

帰

国
し

て

そ

の

こ

と

を
泰
に

報

告
し

た

時
、

宇

文

泰
は

「

古
人

有
言

。

『

天

之

所
棄
、

誰
能

興
之
』

其

蕭

繹
之

謂
乎
」

〔
『

左

氏
傳
』

襃
公

二

三

年
の

語
）

と

言
っ

て
、

江

陵
攻

略
の

準
備
を

既
に

進
め

て

お

り
、

今
更

、

交

渉
の

餘
地

は

全

く
無
か

っ

た

よ

う
に

思

わ

れ

る
。

　

な
お

、

『

周

書
』

文

帝
紀
で

は
、

同

年
七

月
に

元

帝
が

使

者
を

遣
し

て

「

請

據
舊
圖

以
定

疆

界
。

又

連

結
於

斉
」

（

舊
圖

に

據
り

て

以
て

疆
界
を
定
め

ん

こ

と

を

請
ふ

。

又

た

斉
に

連

結
す
と

）

と
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要

求
し

て

き
た

こ

と

に

な
っ

て

い

る
。

そ

う

し

て

宇
文

泰
が

「

古

人

有
言

。

『

天

之

所
棄
、

誰

能
興

之
』

其
蕭
繹

之
謂

乎
」

と

言
っ

た

の

は

其
の

時
の

こ

と

に

な
っ

て

い

る
。

お

そ

ら

く

承

聖

三

年

三

月

に

魏
の

侍

中
宇
文

仁
恕
が

來

聘
し

た

時
、

元

帝
が

「

拠

舊
圖

定

疆

境
」

を

要
求
し
、

七

月

に

な
っ

て

庚
信
ら

を

派
遣
し

て

改
め

て

そ

の

こ

と

を

申
し

入

れ
た

の

で

あ

ろ

う
。

「

又

連

結
於

斉
」

と

あ

る

か

ら
、

こ

の

要
求
に

つ

い

て

は

斉
の

意
志

で

も
あ

る

こ

と

を

伝

え

て

圧
力

を
加
え

よ

う
と

し

て

い

る
。

そ

れ

に

対
し

て

宇
文

泰

は

「

言

辞

悖
慢

な
り

」

と

し
、

「

古

人

に

言

有
り

『

天

の

棄
つ

る

所
は
、

誰
か

能
く
之

を
興

さ
ん
』

と
。

其

れ

蕭
繹
の

謂

か
」

と

言

っ

た

の

で

あ

ろ

う
。

　
そ

れ
が

ま
と

ま
る

こ

と

の

な

い

協
議
で

あ

る

こ

と

は
、

当
時

の

西
魏

と

梁
の

力

関

係
、

梁
を

奪
わ

ん

と

し

て

い

る
西

魏
の

意

図
か

ら

考
え

て
、

誰
が

見

て

も

明
ら

か

で

あ
っ

た
。

「

哀

江
南
賦
」

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ほ

く

ろ

は

当

時
の

梁
の

勢
力

範
囲

に
つ

い

て

「

地

は

黒

子
為
り
、

城
は

猶

　
セ
　ゐ
よ

ほ

弾
丸
の

ご

と

し
」

と

記

さ
れ

て

お

り
、

大

国
西

魏
に

対
し

て
「

薦

圖
に

據
り

て

以
て

疆

界
を

定
め

ん

こ

と
を

請
ふ
」

な

ど

と

対

等
の

要
求
の

で

き
る

状
態
で

は

な
か
っ

た
。

更

に
こ

の

と

き
西
魏
は

使

者
に

対

す
る

元

帝
の

無

礼
な
態

度
を

怒
っ

て

お

り
、

廣
信
自

身
も

「

哀
江

南
賦
」

の

中
で

次
の

よ

う
に

述
べ

て

い

る
。

　

周
は

含
む

鄭
の

怒
り
、

楚
は

結
ぶ

秦
の

寃
み

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ

　

南
風
の

競
は

ざ
る

有
り
、

西

隣
の

責
言

に

値
ふ

。

　

　
周
含
鄭
怒、

楚
結
秦

寃
。

　

　
有
南
風

之
不

競、

値
西

隣
之
圭

貝

言。

元

帝
が

河

東
王

蕭

誉
を
殺

し

た

た

め

に
、

誉
の

弟
の

岳
陽
王

蕭

督

は

西

魏
と

結
ん
で

元

帝
を

攻
め

た
。

「

楚
」

は

梁
を

、

「

秦
」

は

西

魏
を

指
し

、

西

魏
の

方
は

使

者
に

対

す
る

元

帝
の

態
度

に

腹
を
立

て

て

い

た
。

時
に

梁
の

軍

備
は

不

十
分
で

あ
っ

た

の

に
、

更
に

西

魏
の

責
言
を

受

け
る

こ

と

に

な
っ

て

し

ま
っ

た

と

い

う
。

両
国
の

関
係

が

こ

の

よ

う
な

状
態
で

あ
っ

た

に

も
か

か

わ
ら

ず
、

庚
信
は

使

者

と

し

て

西

魏
に

向
か
っ

た

の

で

あ
っ

た
。

　

妥
結
の

可

能
性
の

無
い

こ

と

が

わ

か
っ

て

い

な
が

ら
、

庚
信
は

な
ぜ

使

者
と

し

て

西

魏
に

赴
い

た
の

か
。

主

君
の

命
令
で

あ

る

か

ら

仕
方
が

な
か
っ

た
の

か

も
し

れ

な
い

が
、

そ
れ

と

は

別

に
、

行

か

ざ

る

を

得
な

か

っ

た

事

情
が

庚
信
に

は

あ
っ

た

よ

う

で

あ

る
。

そ

れ

は

「

讒

言
を
避

け
る

」

た

め

で

あ

り
、

或
い

は

起
死

回

生
の

使

者
と
し

て

の

出

行

は、

讒
言
の

内

容
が

事

実
無

根
で

あ

る
こ

と

を

証
明

す
る

た

め

の

行
動
で

あ
っ

た

の

か

も
し

れ
な

い
。

　

そ
の

事

に

つ

い

て

の

記

述

は

其
の

本

伝
な

ど

に

は

見
え

な

い

が
、

廣

信
の

詩
賦
の

中
に

そ
れ

と

お

ぼ
し

き

こ

と

が

詠

わ

れ

て

い

る
。

す

な
わ
ち

「

擬
詠

懐
」

の

二

十
一

に

は

次
の

よ

う

な

述

懐
が

あ
る

。

　

倏
忽
市

朝

變

　

蒼
茫
人

事

非

　

避
讒

猶
采

葛

　

忘
情

遂
食
薇
」

　

懐
愁
正

揺

落

　

中
心

愴
有

違

　

獨
憐
生

意

盡

　
空

驚
槐
樹

衰

し
め

く

ニ

つ

倏

忽
と

し

て

市

朝
は

變
じ

さ

う
ば

う

蒼
茫
と

し

て

人

事
は

非
な

り

　

　

　

　

　

　

　

く

ま

　
　

　

　
　

　

　
　

　　
と

讒
を

避
け
ん

と

し

て

猶
も

葛
を

采
り

情
を

忘
れ
て

遂
に

薇
を

食
ふ

　

　

　
い

だ

愁
ひ

を

懐
き
て

正

に

揺
落
せ

ん

と

し

　

　

　

　

　

　

　
い

た

中
心

違
ふ

有
る

を

愴
む

獨
り

憐
れ

む

生

意
の

盡

く
る

を

空
し

く

驚
く

槐
樹
の

衰
ふ

る

を
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「

忽
ち
の

う
ち
に

世
は

移
り

変
わ

り、

霞
の

彼

方
に

全

て

消

え

て

し

ま
っ

た
。

讒
言

を

避
け

ん

と

し

て

な
お

も

『

葛
を

採
ろ

う
』

（

交

渉
に

当

た

ろ

う
）

と

し

た
が

、

今
で

は

そ

の

時
の

気
持
ち

も

忘
れ

て

遂
に

『

薇
を

食
ら

う
』

こ

と

に

な
っ

た
。

愁
い

を

懐
き
つ

　

　

　
か

れ

お

つ

今
や

揺

落
ち

ん

と
し

て
、

心
の

中

の

思
い

と

行
い

と
の

食
い

違
い

を

傷

み

悲
し

む
。

槐
樹
の

老

木
の

衰
え

に

た

だ

驚
い

て

い

る

ば
か

り
。

」

「

避

讒
猶

采

葛
」

の

「

采

葛
」

は

『

詩

經
』

王

風
の

篇
名

で
、

小

序
に

は

「

『

采

葛
』

は

讒

を

懼
る

る

な
り

」

と

あ

り
、

毛

傳

に

は

「

一

日

君

を

見
ざ

れ

ば
、

讒
を

憂

懼
す
」

と

い

う
。

「

采

葛
」

は

こ

の

よ

う
に
、

使

者
と

し

て

外
に

出
て

い

る

問

に

讒
言

さ

れ

る

こ

と

を

憂
懼
す

る

詩

と

さ

れ
て

い

る

が
、

庚

信
は

「

讒
を

避
け

ん

と

し

て
」

と

言
っ

て

い

る
の

で
、

『

詩

繧
』

の

詩
に

そ
の

ま

ま
拠

ら

な
く

て

も

よ

か

ろ

う
。

　

そ
の

時
、

庚
信
に

対

し

て

ど

の

よ

う
な

讒
言
が

有
っ

た

の

か

わ

か

ら
な
い

。

考
え
ら

れ

る

こ

と

と

い

え

ぱ
先

ず
は

建

康

防
衛
の

際

の

庚
信
の

行

動
に
つ

い

て

で

あ

ろ
う

。

す
な

わ

ち
、

侯

景
が

建

康

に

迫
っ

た

時
、

庚
信

は

皇

太
子

の

命

を
受
け

、

宮

中
の

文

武
千

餘

人

を
率
い

て

朱
雀
航
の

北

を

固
め

た

が
、

侯
景
の

軍
が

現
れ
る

と

怖

気
づ

い

て

退
却

。

こ

の

緒

戦
の

敗

退
は

首
都
防

衛
に

大

き
な

影

響
を
及

ぼ

し

た

に

違
い

な

い
。

或
い

は

庚

信
が

戦

わ

ず
し

て

撤
退

し

た
の

は
、

侯
景
と

手

を

結
ん

で

い

た

蕭
正

徳
の
一

味
で

あ
っ

た

た

め

で

あ
ろ

う
、

な

ど

と

い

う

讒
言

が

流
さ

れ
て

い

た

の

か

も

知

れ

な
い

。

　

更
に

ま

た

元

帝
の

舊
臣

た

ち

の

反

撥
も

考
え

ら

れ
る
。

廣
信

は

そ

れ

ま
で

簡
文

帝
の

側
近

と

し

て

重

き
を

な

し

て

い

た

が
、

湘

東

王

（

元

帝
）

に

仕
え

た

こ

と

は

な
か
っ

た
。

従
っ

て

湘
東
王

に

長

年

仕
え
て

い

る

者
た

ち
に

と
っ

て

は
、

建

康
か

ら

逃
げ
て

き

た

新

参
の

庚

信
が

高

位
に

就

く

こ

と

は

面

白

く

な

か
っ

た

に

違
い

な

い
。

「

哀
江

南
賦
」

の
、

江

陵
に

辿

り

着
い

て

元

帝
に

仕
え

て

い

た

時

の

様
子

を
詠
ん

だ

箇

所
に

、

次
の

よ

う
な
句
が

あ

る
。

　

　

　

　
こ

み

ち

　
　
　
　

　

　

　

　
よ

も

ぎ
　
　
あ
か

ざ

　

　

　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
お

ほ

　

欹
斜
の

小

徑
に

入

り
、

蓬

と

蘰

の

荒
れ

た

扉
に

掩
は

る
。

　
な

ぎ

さ

　

　

　

　

つ

　

　

あ

し

　

ひ

と

え

　

汀
洲

の

杜
若
に

就
き

、

蘆
葦
の

単

衣
を

待
つ

。

　

　
入

欹
斜
之

小

徑
、

　

掩
蓬

覆
之

荒
扉

。

　

　
就
汀

洲
之

杜
若

、

　
待

蘆

葦
之

単
衣

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
こ

み

ち

お

そ

ら

く

讒
言
に

よ
っ

て

で

あ

ろ

う
、

曲

が

り

く
ね
っ

た

小

径
に

入

り

込

ん

で

し

ま
い
、

「

蓬

蘰
の

荒
扉
」

に

追
い

込

ま

れ
た

こ

と
。

す
な
わ

ち
主

君
の

側
か

ら

遠
ざ

け

ら

れ
、

死

罪
に

な
る

お

そ

れ
が

あ

る

状
態
で

あ
っ

た

と

い

う
。

「

就
汀
洲

之

杜
若
」

は
、

『

楚

辞
』

九

歌
、

湘

夫
人

に

「

搴
汀

洲

兮

杜
若
、

將
以

遺

兮
遠

者
」

（

汀
洲

　

　

　

　
と

　
　
　
　

　

　
ま
さ

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　

お
く

に

杜
若

を

搴
り

て
、

將
に

以

て

遠

き
者
に

遺
ら

ん

と

す
）

を

踏
ま

え

た

も

の

で
、

讒
人
の

た

め

に

放

逐
さ
れ
、

江
潭
を

彷
徨
い

な
が

ら

も

己

の

真
心
を

理

解
し

て

く
れ

る

人

を

求
め

て

い

た

楚
の

屈

原

に

我
が

身
を

た
と

え

て

い

る
。

ま
た

「

待
蘆

葦
之

単
衣
」

は
、

呉

　

　

　
か
く

の

諸

葛
恪
が

孫
峻
に

殺
さ

れ
た

故
事

を

踏
ま

え
て

い

る
。

『

呉
志
』

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
あ

　
し

諸
葛

恪
縛

馳
よ

紘
臆

、

賂
ガ

殺
さ

れ
る

前
に

「

諸

葛
恪

、

蘆

葦
の

単
衣
に

蔑

の

鉤

落
、

何

に

於
て

相
い

求
め

ん

成
子

閤
」

と

い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

む
し

ろ

う
「

童

謡
」

が

歌
わ

れ

て

い

た
が
、

果
た
し

て

恪
は

「

葦
の

席

　

　

　

　

　

　

　つ
つ

を

以

て

其
の

身
を

裹
ま

れ
、

蔑
で

其
の

腰
を

束
ね

ら

れ

て
、

成
子
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閤
（

建

業
の

南

に
あ
っ

た

石

子
岡

墓
地
）

に

投
げ

棄
て

ら

れ
た
」

と

い

う
。

こ

れ

ら
の

句
か

ら
、

時
に

庚

信
は

讒
人
の

た
め

に

帝
の

側
か

ら

外
さ

れ
て

、

い

つ

死

罪
に

な

る

か

も
し

れ

な
い

状
態
に

あ

っ

た

ら
し

い

こ

と

が

推
測
さ

れ
よ

う
。

　

元

帝
は

猜
疑
心

が

強

く
、

性
質
は

残

忍
で

あ
っ

た

か

ら
、

こ

の

と

き
庚

信
に

は
、

事
の

成

否
は

別
と
し

て

使

者
と

し

て

朝
廷
を

出

る

道
し

か

残

さ

れ
て
い

な
か

っ

た

の

で

は

な
か

ろ

う
か

。

元

帝
の

猜
疑
心

の

強

さ
に

つ

い

て

は

「

哀
江

南
賦
」

に
、

　
ら
ヤ

　

　

　

　
い
し
　

　
　
　

　

　

　

　
　
　
　

　

よ

さ

　

猜
ひ

を
沈

く
し

て

は
則
ち

方
に

其
の

欲

を

逞
し

く

し
、

　

疾

み

を
蔵
し

て

は

則
ち

自
ら
己

に

矜
る

。

　

天

下
の

事

焉

に

没
し
、

　

諸
侯
の

心

揺
れ
た

り
。

　

沈

猜
則
方
逞
其

欲、

蔵

疾
則
自

矜
於

己
。

　

天

下
之

事
没
焉
、

諸
侯
之
心

揺
矣

。

と

あ
り
、

『

梁

書
』

元
帝

紀
の

史

臣
の

言

葉
に

も
、

　

性
を

稟
く
る

こ

と

猜

忌
に

し

て
、

疏

近
を

隔
て

ず
。

　
　

　
ぎ
よ

　

　

　

　

　

　

　

　

ギュ
だモ
ヒ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　ドの
　

　

　

　

　

　

オ　
く

　

下

を

御
す
る

に

術

無
く

、

沐

を

履
む

も

懼
れ

ず。

　
　
稟

性

猜
忌、

不

隔

疏
近

。

御
下
無

術、

履
冰

弗
懼

。

の

よ

う

に

あ

る
。

　
残

虐
の

性

に
つ

い

て

は
、

『

資

治

通

鑑
』

の

「

梁
紀
」

二
一

に

日

う
。

　

帝
は

性

残

忍

に

し

て
、

且
つ

高
祖
が

寛

縦
の

弊
に

懲
り
、

故

　

に

政

を

為
す
に

厳

を

尚
ぶ

。

魏

師

城
を

囲

む
に

及

び
、

獄

中

　
　

　

　
　
モ

さ

　
　
　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　
　
　

　

ゆ

る

　
の

死

囚
、

且

に

数

千

人

な

ら

ん

と

す
。

有

司

之

を

釈
し

て

以

　
　

　

　
　
あ

　
て

戦
士

に

充
て

ん

こ

と

を

請
ふ

。

帝
は

許
さ

ず
、

悉

く
之

を

桔

　

殺
せ

し

め

ん

と
す

。

事

未

だ

成
ら

ず
し

て

城

陥
つ

。

　

　
帝
性

残

忍
、

且

懲
高

祖
寛

縦
之

弊
、

故

為

政
尚
厳

。

及

魏
師

囲
城、

　

　
獄

中

死

囚、

且

数

千

人
。

有
司
請

釈

之

以

充

戦
士

。

帝
不

許、

悉
令

　

　
桔
殺

之
。

事

未
成
而

城

陥。

と
。

庚

信
が

「

疏

近
を

隔
て

ざ

る
」

元

帝
の

「

猜
忌
の

性
」

に

怯

え
た

の

も

当

然
の

こ

と

で

あ

ろ

う
。

　

使

者
と

し

て

西

魏
へ

赴
く

庚

信
に

成
算
は

ほ

と

ん

ど

無
か
っ

た

で

あ

ろ

う

が
、

「

讒

を

避
け

」

る

た

め

に

は

使

者
と

し

て

西

魏
に

行
か

ざ
る

を

得
な
か
っ

た
。

と

に

か

く
起
死

回
生
の

使
者
と

し

て

梁
の

為
に

か

な

わ

ぬ

ま

で

も

カ
を
尽

く
そ

う
、

僅
か

な

成

果
で

も

あ

れ
ば

そ

れ

に

よ
っ

て
、

「

讒

言
」

が

謂

わ

れ
の

な

い

も
の

で

あ

る
こ

と

を

証

す
る

こ

と

も
で

き
る
の

で

は
。

西

魏
に

向
か

っ

た

庚

信
の

思
い

は

そ

の

よ

う

な

も
の

で

は

な

か
っ

た

か

と

推

測
さ

れ

る
。

2

江
陵
陥
落

−
長
安
拘

留

　
三

年

十
｝

月
、

江
陵

城
は

西

魏
の

大

軍
に

よ
る

攻

撃
で

陥

落
。

元

帝
は

執
え

ら

れ
、

十
二

月
に

殺
さ

れ
た

。

西

魏
は

梁
王

蕭
弩
（

昭

明
太

子

蕭
統
の

子
）

を

立

て

て

江
陵
に

置
き

梁
主
と

し

た
。

　一

方
、

斉
の

側
で

は
、

斉
に

保

護
さ

れ

て

い

た

貞

陽

侯

蕭
淵
明

（

文

帝

の

長

子

長

沙
王

懿
の

子
）

を
立

て

て

梁

主
と

し
、

王

僧

辯
に

受
け

入

れ

を

要
請
し

た
。

僧
辯
は

仕
方
な

く
そ

れ
を

受
け

、

淵

明
は

五

月

に

建

康
で

即

位
し

、

晋

安
王

蕭

方

智
（

元

帝
の

第
九

子
）

を

皇

太

子

と

し

た
。

し

か

し

そ
れ

に

反

対
す
る

陳
覇

先
は
九

月
に

僧

辯
を

一 11 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Chinese Literature of the Middle Ages

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Chlnese 　Lrterature 　of 　the 　Mlddle 　Ages

殺
し

、

十
月

に

蕭
淵

明
を

退

位
さ

せ
て

司

徒
、

建

安
公

と

し
、

晋

安
王

方

智
を
立
て

て

帝
（

敬
帝
）

と
し

た
。

　

さ
て
、

承
聖
三

年
の

七
月

に

西
魏
に

着
い

た
庚

信
は

交
渉
の

席

に

着
い

て
、

既
に

述
べ

た
よ

う
に

「

舊

圖
に

據
り

て

以

て

疆

界
を

定
め

ん
」

こ

と

を

請
い

。

こ

の

要
求
は

斉
の

意
志
で

も

あ

る
こ

と

を

述
べ

た

の

で

あ

ろ

う
。

魏
の

宇
文
泰
は

其
の

「

言
辞
が

悖

慢
」

で

あ

る

と

し
て

、

「

古
人

言
有
り

。

『

天

の

棄
つ

る

所
、

誰
か

能

　

　
　
ね

ニ

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
い

ひ

く

之

を

興

さ
ん
』

と

は
、

其

れ

蕭
繹

の

謂

か
」

と
、

全

く

相

手

に

し

な

か
っ

た
。

　

使

者
の

責

任
が

果
た

せ

な
か

っ

た

こ

と
に
つ

い

て
、

廣

信
は
二

辰

江

南
賦
」

序

に

次
の

よ

う
に

記
し

て

い

る
。

　

日

暮
れ

て

途
遠

し
、

人

間

何
の

世
ぞ

。

将
軍

冖

た

び

去
っ

て
、

　

大

樹
も
飄

零
し

、

壮
士

還

ら

ず、

寒
風

蕭
瑟

た

り
。

　

荊
璧

も
て

柱
を

睨
み

、

連

城
を

受
け

ん

と

し

て

欺
か

れ
、

載
書

　

も
て

階
を

横
ま

ま
に

し
、

珠

盤
を
捧

ず
る

も
定
ま

ら

ず
。

　

鍾

儀
は

君

子、

入
り

て

南

冠
の

囚
に

就

き
、

季

孫
は

行
人

と

な

　

り
、

西
河

の

館
に

留

守
さ

る
。

申
包

胥
の

地
に

頓

す
る

や
、

之

　

を
砕

く
に

首
を

以
て

し
、

蔡
の

威
公

は

涙
盡
き

て
、

之
に

加
ふ

　

る

に

血

を

以

て

す
。

　

　
日

暮
途
遠、

人

間
何
世

。

将
軍
一

去
、

大

樹
飄

零
、

壮
士

不
還
、

寒

　

　
風
蕭
瑟
。

荊
璧
睨
柱

、

受
連
城
而

見

欺
。

載
書
横
階

、

捧
珠

盤
而

不

　

　
定
。

鍾

儀
君
子
、

入

就
南
冠
之

囚、

季
孫
行
人、

留
守
西
河

之

館
。

　

　
申
包
胥

之
頓

地
、

砕
之
以

首
、

蔡
威
公

之

涙

盡、

加
之

以
血

。

「

日

暮

れ
て

途
遠
し

と

か
、

人

間
の

世

界
は
一

体
ど

う
な
っ

て

い

る
の

か
。

将

軍
が
去
っ

て

し

ま
っ

て
、

大

樹

（

梁

朝
）

も

衰
え

果

て
、

壮
士

は
行

き
て

帰
ら
ず

、

寒
風
だ

け
が

寂
し

く

吹
き

付
け
る

。

さ
て

藺
相
如
が

楚
の

璧

を
持
っ

て

柱

を

睨
ん

だ

の

は
、

連

城
と

の

交

換
を

欺
か

れ
た
た

め
。

毛
遂
が

盟

約
の

書
を

載
せ

て

階
段

を

駆

け
上
っ

た

が
、

同
盟

は

結

局

定

ま

ら

な

か
っ

た
。

楚
の

鍾

儀
は

君
子
、

晋
に

囚
わ
れ

て

も
南
冠

を

着
け
て

い

た
。

魯
の

季
孫
は

使

者
と

な
っ

て
、

晋
の

西
河

に

拘

留
さ
れ

た
。

楚
の

申

包
胥
は

頭
を

地
に

着
け
、

砕
け
ん

ば
か

り

に

懇
願

し

た
。

蔡
の

威
公

は

國
の

滅

亡

を

嘆
き、

涙
は
尽

き
て

血

を

流
し

た
。

」

「

壮
士

不

還
、

寒

風
蕭
瑟
」

と

は
、

戦
国

時
代、

燕
の

太
子

丹
の

為
に

秦
王

を

刺
殺
せ

ん

と

し

た

荊
軻
の

故

事
を

踏
ま

え
る

。

荊

軻

の

歌
に

「

風

蕭
々

兮

易
水

寒
、

壮
士
…

去

兮
不

復
還
」

（

風

蕭
々

と

し

て

易

氷

寒
し

、

壮
士

　一

た
び

去

り

て

復
た

還

ら

ず
）

と

あ

る
。

庚
信
は

自

分
を

「

壮
士
」

に

見
立

て

て

い

る

の

で

あ

ろ

う
。

「

荊

璧
睨

柱
、

受
連

城
而

見
欺
」

は
、

戦

国
時

代
の

趙
の

藺
相

如

が
、

秦
王

の

求
め

に

応
じ

て

和
氏
の

璧
と

十
五

城
を

交
換

す
る

た

め

に

秦
に

入

り
、

秦
王

に

約
束
を
守

る

気

持
ち

の

な

い

こ

と

を

見

抜
い

て
、

璧
を

取
り

返

し

て

趙
に

持

ち

帰
っ

た

故
事

。

し

か

し

自

分
は

そ
こ

ま
で

は

で

き
な
か
っ

た
。

「

載
書

横
階、

捧
珠

盤
而

不

定
」

は
、

戦

国
時

代
、

趙
の

毛

遂
の

故

事
。

合
従
の

約
を

結
ぶ

た
め

に

平

原
君
に

従
っ

て

楚
に

行
っ

た

が
、

楚
王

が

な

か

な
か

決

断
し

な

い

の

を
み

て

刀

を

抜
い

て

楚
王

に

迫

り
、

盟

約

を

成
立

さ
せ

た
。

「

載
書
」

は

盟

書
。

「

珠

盤
」

は

盟

約
の

誓
い

に

使

う
牛

馬
の

血

を
入

れ
る

器
。

し

か

し

自

分
は

梁
の

使
者
と

し

て

西

魏
に

行
き
な

が

ら
、

使

命
は

果
た
せ

な
か
つ
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た
。

　

自

分
に

は
、

あ
の

藺
相
如

や
毛

遂
の

よ

う

に
、

我
が

身
を

棄
て

て

交

渉
を

成
立

さ
せ

る

こ

と

は

で

き
な

か

っ

た
。

更

に

そ

れ

だ

け

で

な
く
、

楚
の

鍾

儀
の

よ

う

に
、

晋
に

囚
わ

れ
て

も

南
冠

を

被
り

続
け

る

こ

と

も
、

楚

の

申
包

胥
の

よ

う
に

、

秦
に

行
っ

て

頭
を

地

に

打
ち

付
け

て

援

軍
を

懇
願

す
る

こ

と

も
で

き
ず

、

た
だ

祖

国
の

滅
亡

を

坐

視

し

て

い

る

だ

け

で

あ
っ

た
。

　

そ

れ

が

難
し

い

交

渉
で

あ

る

こ

と

は

初
め

か

ら
わ

か

っ

て

お

り
、

だ
か

ら
こ

そ

藺
相
如

や

毛

遂
の

よ

う

な

行
動
が

必

要
で

あ
つ

た

が
、

自

分
に

は

そ

れ

が

で

き
な
か
っ

た
。

更

に

北

斉
に

行
っ

て

申

包
胥
の

よ

う
に

援

軍
を

頼
む

こ

と

も
で

き
な

か

っ

た
。

庚
信
は

そ

れ

ら
の

こ

と

を

深

く
悔

や
ん

で

い

る
。

　

使

者
と

し

て

の

使

命

を

果
た

す
こ

と
が

で

き
な

か
っ

た
こ

と

に

つ

い

て

は
、

「

率
爾

成
詠
」

、

「

擬

詠
懐
」

其

の

二

（

全
−o
句
の

後

半
）

に

も
詠
わ

れ
て

い

る
。

　
「

率
爾

成
詠
」

は
、

思

い

起
こ

す

ま

ま
に

詠
じ

た

作
で

あ

る

が
、

思

い

起
こ

さ

れ

る

事
は
い

つ

も
、

故
國

を

滅

ぼ

し

た

嘗
て

の

敵
國

の

地
に

、

主

君
の

使

者
と

し

て

の

使
命

を
果

た

せ

ぬ

ま

ま

生
き

な

が

ら
え

て

い

る

自
分
の

こ

と

で

あ
っ

た

と

詠
う

。

　

　
　

　

　
　

　

そ
っ

じ

　

率
爾
成

詠

昔
日

謝
安
石

求
為

淮
海
人

彷
彿

新
亭
岸

猶
言

洛
水
濱
」

率
爾

と

し
て

詠

を
成
す

昔
日

謝
安
石

わ

い

か

い

淮
海
の

人
と

為
ら

ん

こ

と

を

求
む

は

う

ふ
つ

彷

彿
た

り

新
亭
の

岸

猶
ほ

言
ふ

洛
水
の

濱

　

南
冠

今
別

楚

　

南

冠

今
や
楚
に

別

れ

　

荊
玉

遂

遊

秦

　

荊
玉

遂
に

秦
に

遊
ぶ

　

　

　
　

　

　
　
コ
ね

　

し

　

悄
使
如

楊

僕

　

悄
使

楊
僕
の

如
く

す

る

と

も

　

寧
為

關
外

人

　

寧
ぞ

關
外
の

人
と

為

ら
ん

や

　

　

　
　

　

　
　

　
わ

い

か
い

「

そ
の

昔

謝
安
は
、

淮
海
の

人
と

な
る
こ

と

を

求
め

て

い

た

が
、

思
い

出

さ

れ

る

の

は

新
亭
の

岸
で

の

こ

と
、

そ

れ

で

も
猶
「

洛
水

の

濱
」

の

こ

と

を
言
っ

た
。

私
は

「

南

冠
」

の

思
い

を

胸
に

今
や

楚

に

別
れ
、

「

荊
玉
」

を
持
っ

た

ま

ま

遂

に

秦
に

留

ま
っ

て

い

る
。

か

り

に

あ
の

楊
僕
の

よ

う

な

こ

と

を

し

た

と
し

て

も
、

ど

う

し

て

關
外
の

人

と

為
っ

て

よ

か

っ

た

で

あ

ろ

う

か
。

」

（

楊

僕
は

任
地
の

函
谷
関

が

弘

農
に

在
る

た

め

に

自

分
が

関
外
の

民

に

な
る
の

を

恥

じ
、

上

書
し

て

許

さ

れ
関
を

新
安

に

徙
し

た
。

）

「

彷
彿

新
亭

岸
、

猶
言

洛
水

濱
」

「

新
亭
」

は
、

東
晉
の

都

建

康

の

近
く

に

あ
っ

た
。

東

晉
の

簡
文

帝
が

崩
ず
る

と

桓
温

は

都
に

入

り
、

新

亭
に

軍

を
止

め

て

威
圧

し
、

政

権
の

移

譲
を

求
め

た
。

そ

う

し

て

時

に

朝

廷
の

中

枢
で

あ
っ

た

謝

安
と

王

坦

之

を

呼

び

寄

せ

て

殺

そ

う

と

し

た
。

し

か

し

謝
安
の

落
ち

着
い

た

対

応
に

桓
温

も

手

出
し

が

で

き

ず
、

帝

位
を

簒
奪
せ

ん

と

す
る

温

の

思

い

は

果

た

せ

な
か

っ

た
。

「

洛
水
の

濱
」

と

は

晉
朝
を

意
味
す

る
。

謝
安
は
「

新

亭
」

に

お

け

る

あ

の

よ

う

な
危

険
な

状
態

に

置

か

れ

な
が

ら

も
、

そ

れ

で

も

猶

お

晉
朝

を

守
ろ

う

と

し

た

こ

と

を
い

う
。

し

か

し

自

分
に

は

そ
の

よ

う
な
こ

と

が

出

来
な

か

っ

た

と

い

う

慙
愧
の

思
い

が

こ

め

ら

れ
て

い

る
よ

う
だ

。

「

荊

玉

遂

遊
秦
」

「

荊
玉
」

は
、

和

氏
の

璧
の

こ

と
。

藺
相
如

は

十

五

城
と

交

換

す
る

た

め

璧
を

奉
じ

て

秦

に

入

り
、

壁

を

騙
し

取

ろ
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う

と

す
る

秦
王

の

ね

ら
い

を

退

け

て

無
事

に

璧

を
持
ち

帰
っ

た
。

「

遂

遊
秦
」

と

は
、

自
分

は

梁
の

使
者
と

し

て

西

魏
に

や
っ

て

き

た

が
、

使

命
を

果
た

す
こ

と

な

く

北

地
に

留
ま
っ

て

い

る

こ

と

を

言
う

。

　
「

擬
詠

懐
」

其
の

二

（
全

−o
句
の

後
半
）

の

方
で

は
、

次
の

よ

う

に

詠
っ

て

い

る
。

誰
知

志

不
就

空

有
直

如
弦

洛

陽
蘇

季
子

連

衡
遂

不
連

既

無
六

国

印

翻

思
二

頃
田

「

志
の

果
た

さ

れ
な
い

ま

ま

に

空

し

く

を

持
ち

続
け

る
こ

と

に

な
ろ

う
と

は
、

誰
が

考
え
た

で

あ
ろ

う
か

。

洛

陽
の

蘇
秦
、

連
衡
の

策
は

遂
に

成
ら

な
か
っ

た
。

六

国
の

相
印

を

佩
び

る

こ

と

の

で

き
ぬ

ま

ま
、

こ

れ

も

故
郷
に
二

頃
の

田

が

有

っ

た

た
め

か

と

思
っ

て

い

る
。

」

　

使
者
と

し

て

の

任

務
が

果
た

さ

れ

ず
、

そ
の

結
果

、

江

陵
は

魏

の

大

軍

に

包

囲
さ

れ

陥
落
し

て

し

ま
っ

た

こ

と

を
、

庚
信

は

何

時

ま

で

も

忘
れ
る

こ

と

が

で

き
な
か
っ

た

よ

う

で

あ
る

。

そ

の

時
の

魏
、

斉
の

勢

力
と
、

弱

体

化
し

た

梁
の

関
係
か

ら
考
え

て
、

庚

信

が

ど

ん

な
に

頑
張
っ

た

と
こ

ろ

で

事
態
が

変
わ

る

と

も
思
え

な
い

が
、

庚
信

自

身
は

使
命

を

果
た

せ

な
か

っ

た
こ

と

を

慚
愧
の

思
い

と

と

も
に

詠
じ

て

い

る
。

「

率

爾
成
詠
」

「

擬
詠

懐
」

（
其
の

二
）

と

も

に
、

西
魏
に

よ
っ

て

「

三

年

別
館
に

囚
」

え

ら

れ

て

い

た

時
の

誰
か

知

ら
ん

志
の

就
ら

ず
し

て

空
し

く

直
き
こ

と

弦
の

如
き

有
ら

ん

と

は

洛

陽
の

蘇
季
子

連

衡

遂
に

連
な
ら

ず

漑
に

六

国
ゆ

印
無
く
し

て

翻
っ

て

二

頃
の

田

を

思
ふ

　

　

　

　

　

　

　

　
「

弦

の

如

く
直

き
思
い
」

思
い

を
詠
じ

た

も
の

で

あ

ろ

う
。

　

庚

信
が

魏
に

赴
い

た

の

は
、

承
聖
三

年
（

五

五

四
）

の

七

月
で

あ
る

が
、

魏
は

十
月

に

大

軍

を

南
下

さ
せ
、

十
一

月

に

は

江

陵
を

占
領
し

元

帝
を

殺
し

た
。

庚
信
の

方
は

そ
の

ま

ま

魏
に

抑
留

さ
れ

て

い

る
。

「

哀

江
南

賦
」

序

に

は

「

三

日

都
亭

に

哭
し

、

三

年

　

　

　
と
ら

別
館
に

囚
は

る
」

と
あ

る
。

そ

う
し

て

抑
留
さ

れ

た

翌
々

年
に

魏

に

仕
え

て

使

持

節
撫

軍
将

軍、

右
金

紫
光
禄
大

夫
、

大

都
督
と

な

り
、

後
に

車
騎
大

将

軍
、

儀
同

三

司

に

進
ん

で

い

る
。

し

か

し

そ

の

年
の

十
月

に

宇
文
泰
が

没
し
、

十
二

月

に

魏
の

恭
帝
は

位

を
宇

文

覚
に

譲
っ

て

周

と
な

る
。

庚
信
は

そ
の

ま
ま

周
に

仕
え
、

臨

清

縣
子
に

封
ぜ
ら

れ

司
水

下
大

夫
に

除
せ

ら

れ
た
。

四

四

歳
の

時
の

こ

と

で

あ
っ

た
。

三
、

庚

信
の

「

恥
辱
」

「

望

郷
」

の

思
い

と

「

後
ろ
め

た

さ
」

　

梁

末
の

数
年

間
に

お

け

る

廣

信
の

動
き
は

以

上
の

よ

う
な

も
の

で

あ
っ

た

が
、

そ

れ

を

踏
ま

え
な

が

ら
、

北

朝
に

お

け

る
彼
の

詩

賦
に

繰
り

返

し

詠
わ
れ

る

「

望

郷
」

と

「

恥
辱
」

の

思
い

の

内

容

に

つ

い

て

改
め

て

考
え

て

み

る

に
、

そ

れ

は

た

だ

に

「

望

郷
の

思

い
」

と

「

恥
辱

感
」

だ

け

で

は

な

く
、

そ

の

奥
に

は

別
の

思
い
、

す
な
わ

ち

「

後

ろ

め

た

さ
」

「

慚

愧
」

の

念
が

隠
さ

れ
て

い

た

よ

う

に

思
わ

れ

る
。

そ
の

「

望

郷
の

思
い
」

「

恥

辱

感
」

と

「

後
ろ

め

た

さ
」

が

ど

の

よ

う

に

関
わ
っ

て

い

る

の

か
。

そ
の

前
に

、

順

序
と

し

て

庚

信
の

「

後
ろ

め
た

さ
」

の

情
、

「

慚
愧
の

念
」

に

つ

い

て

見

て

い

く
。
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侯

景
の

反

乱

か

ら
建

康

陥
落

、

更

に

江

陵
陥

落
ま

で
、

そ
の

数

年
間
に

お

け

る

庚

信
の

行
動

に

は
、

既
に

述
べ

た

よ

う
に
、

わ

か

り

に

く

い

こ

と
、

理

解
し

に

く
い

こ

と

が

幾
つ

か

あ
っ

た
。

す
な

わ

ち
、

 
侯

景
の

建

康

侵
攻
に

際
し

て
、

首

都
防

衛
の

要
で

あ
る

朱
雀

桁

　
の

守
備
を

任
さ

れ
な
が

ら
、

進

攻
し

て

く
る

賊
軍

と
「

戦
も

交

　

え

ず
し

て

退

却
し

た
こ

と
。

 
賊

軍
に

制

圧
さ

れ
た

建
康
を
独
り

脱

け

出
し

て

江

陵
に

向
か

っ

　

た

こ

と
。

臺

城
内
に

は

武

帝
、

簡
文

帝
、

そ

れ
に

父

親
の

庚

肩

　

吾

も
居

た

の

に
、

彼

は

単

身

脱

出
し

て

い

る
。

江

陵
に

拠
る

　

湘

東
王

蕭
繹
（

元

帝
）

に

救

援
を

求
め

よ

う
と

し

て

の

こ

と
で

　

あ
っ

た

と

し

て

も
、

建
康
を

出
て

か

ら

江
陵
に

辿
り

着
く
ま
で

　
二

年
以

上

も
か

か
っ

て

お

り
、

こ

れ

で

は

救

援
要
請
と

は

な
ら

　

な
い

。

 
江

陵
が

西

魏
軍
に

包

囲
さ

れ
る

三

カ

月

前、

庚
信
は

元

帝
の

使

　

者
と

し

て
、

妥

結
の

見
込

み
の

全
く

無
い

交

渉
の

た

め

に

西
魏

　

に

行
っ

て
い

る
。

庚

信
が
こ

れ
ら
の

行
動
を

と
っ

た
理

由
の

詳
細
は

わ

か

ら
な
い

。

し

か

し

主
要
な

理
由
の

一

つ

と

し

て
、

彼
が

何
よ

り

も
自
分
の

身

の

安
全

を
考
え

て

行

動

す
る

人

で

あ
っ

た
、

と

い

う
こ

と

が

あ

る

の

で

は

な
か

ろ

う
か

。

以

上

の

三

つ

の

行
動
に

共
通

す
る

要

素
か

ら

そ
の

よ

う
に

思
わ

れ
る

。

そ

う
し

て

身
の

安
全
だ

け

を
保
と

う

と
し

て

行
動
し

た
あ
と

の

思
い

は
、

後
に

残
っ

た

多
く
の

人
々

の

悲

惨
な

結
末
を

知
っ

て

身

を

責
め

る

「

慚
愧
の

念
」

と

「

後
ろ

め

た
さ

」

で

あ
っ

た

に

違
い

な
い

。

　

ま

ず

 
に

つ

い

て
。

「

哀

江

南
賦
」

を
は

じ

め

其
の

他
の

詩

賦

に

お

い

て
、

此
の

件
に
つ

い

て

触

れ
る

こ

と
は

全
く

な

い
。

本

人

も
そ

の

事
に

つ

い

て

は

言
い

た

く
な

か
っ

た
の

で

あ
ろ

う
し
、

弁

解
し

よ

う
に

も

弁
解
の

餘
地
は

無
か

っ

た

で

あ

ろ
う

。

お

そ

ら

く

廣
信
の

胸
の

う

ち
に

は

「

何
故
あ
の

よ

う
な

無
責

任
な

こ

と

を

し

た

の

で

あ

ろ

う

か
、

あ
の

撤
退
が

き
っ

か

け
で

宮

城
は

陥

落
し

、

武

帝、

太

子

蕭

綱
（

簡
文

帝
）

は

無

念
の

最
期
を

遂
げ

、

建

康
の

民

も
賊

軍
の

残

虐
な

行
為
の

犠
牲
に

な
っ

た
。

ど
れ

も
こ

れ
も

自

分
が

戦
わ

ず
し

て

退

却
し

た

こ

と
が

き
っ

か

け
に

な
っ

て

い

る
」

と

い

う
、

「

慚

愧
の

念
」

「

後
ろ

め

た

さ
」

が

あ
っ

た

に

違
い

な

い
。

　

 
の

建

康
脱
出
に
つ

い

て

も
、

逃
亡

中
の

苦

難
に
つ

い

て

は
「

哀

江
南

賦
」

に

詳
し

く
記
さ

れ
て

い

る

が
、

な
ぜ

独
り

だ

け

抜
け

出

し

た
の

か
、

そ
の

理
由
に
つ

い

て

の

説

明
は

既
に

述
べ

た

よ

う

に

「

哀

江
南

賦
」

に

「

人
に

秦

庭
の

哭

有
り

」

と
、

そ
れ

ら

し

い

こ

と

が

あ

る

だ

け
で
、

他
に

は

ど

こ

に

も

記
さ

れ
て

い

な
い

。

宮

城

に

武

帝
、

太

子
蕭

綱、

そ

れ
に

父
親
の

庚

肩

吾
を
残
し

て

脱
出

し

た

の

で

あ
る

か

ら
、

そ
こ

に

は

そ
れ

だ
け
の

理

由
、

す
な

わ

ち

諸

王

に

援
軍

を

求
め

る

た
め

と

い

う
よ

う
な
こ

と
が

有
っ

た

は

ず
で

あ

る

が
、

建

康
を

出
て

か

ら
江

陵
に

辿
り

着
く
ま

で

二

年

以
上
も

か

か
っ

て

い

る
の

で

は

決

死

の

行
動

と
も

思
え

な
い

。

或
い

は

脱
出

当
初
の

目
的
は

そ

う
で

あ
っ

た

が
、

諸
王

侯
の

不

仲

な
ど

諸
事
情
に

よ
っ

て

目

的
が

果
た

せ

な
か
っ

た
の

か

も

知

れ

な

い
。

し

か

し

結
果
的
に

庚

信
の

こ

の

行
動
は
、

身
を

寄
せ

る
べ

き

場

所
を

探
す
だ

け
の

も
の

と

な
っ

て

い

る
。
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こ

れ

ら
こ

の

こ

と

に

つ

い

て

も

 
の

場
合
と

同
じ

よ

う

に
、

本

人
と

し

て

も

弁
解
の

仕

様
の

な
い

こ

と

で
、

詩
賦
に

も
詳

し

い

こ

と

は
記
し

た

く
な

か

っ

た
の

で

は

な
か

ろ

う

か
。

お

そ

ら

く

自

分

の

行

動

に

「

慚

愧
の

念
」

、

「

後

ろ

め

た

さ
」

を

感
じ

て

い

た

こ

と
で

あ

ろ
う

。

　

 
の

西

魏
へ

使

者
と

し

て

出

行
し

た

こ

と

に
つ

い

て

は
、

「

讒

を

避
け
」

て

の

こ

と

で

あ

る

と

説

明
し

て

い

る
。

こ

の

場

合
は
、

使
者
と

し

て

西
魏
へ

行
っ

た
の

が

西
魏
の

江
陵

侵
攻
の

僅
か

三

個

月

餘
り

前
で

あ
っ

た

こ

と

か

ら
、

庚
信
が

危

険
の

迫
っ

て

い

る

江

陵
を

抜
け

出
す
目

的
で

使
者
と
な
っ

た

の

で

は

な
い

か

と
い

う、

人
々

の

疑

惑
を

解
く
た

め

の

弁
解
と

も

考
え

ら

れ
る

。

し

か

し
「

讒

を

避

け
」

る

た

め

の

使

者
と
い

う
の

で

は
、

そ

れ

は

個
人

的
な

理

由
で

あ
る

と

し

て

人
々

の

納

得
が

得
ら

れ

る

と

も

思
え
な

い
。

自

分
が

江
陵

を
出
た

あ
と

に
江

陵
の

官
吏
や

民

が

西

魏
軍

か

ら

受

け

た

被
害
の

大

き

さ
を

思

え

ば
、

庚
信
の

「

慚
愧
の

念
」

「

後
ろ

め

た

さ
」

の

程
が

推

測
さ

れ
る

。

　

 
 
の

よ

う
に

其
の

行

動
に
つ

い

て

の

説
明

が

無
い

場
合
と
、

 
の

よ

う
に

説
明
が

有

る
場

合
が

あ

る

が
、

ど

ち

ら
に

し

て

も
「

慚

愧
の

念
」

「

後
ろ

め

た

さ
」

が

そ

の

背
後
に

あ
っ

た

こ

と

を

示

し

て

い

る
。

彼
が

「

後
ろ

め

た

さ
」

を
感
じ

る

わ

け

は
、

自

分
が

常

に

身
の

安
全

を

保
つ

た

め
に

行
動
し

て

き
た

こ

と

で
、

祖
国
に

も

国
民
に

も
大

き
な

犠
牲

を
負

わ
せ

る

結

果
と

な
っ

た

た

め

で

あ
っ

た

ろ

う
。

勿

論

す
べ

て

庚
信

に

責
任
が

あ

る

と

い

う

わ

け

で

は

な
い

が
、

も
し

自

分
が

身
を

棄
て

て

働
い

て

お

れ

ば

少
し

は

何
と

か

な
っ

た

の

で

は

な
か

ろ

う
か

と
い

う
思
い

を
、

彼

は

断
ち

切
る

こ

と

が

で

き

な
か
つ

た
の

で

は

な
か

ろ

う
か

。

そ

う
し

て

こ

の
「

漸

愧
の

念
」

「

後
ろ

め

た

さ
」

は
、

北
地

で
の

後

半
生

を

通
し

て

庚

信
の

心

の

傷
と

し

て

消
え

る

こ

と

は

な

か

っ

た

に

違
い

な
い

。

　

そ

れ

で

は

「

恥

辱
」

「

望

郷
」

の

思
い

に

「

後
ろ

め

た
さ

」

「

慚

愧
の

念
」

が

ど

の

よ

う
に

関
わ
っ

て

い

る
の

で

あ

ろ

う
か

。

　

先

ず
「

恥
辱
」

の

思
い

に
つ

い

て

言
え

ば
、

庚

信
と

し

て

は

そ

れ
を

強
調

す
る

こ

と

に

よ

っ

て

少

し

で

も
「

後
ろ

め

た

さ
」

の

情

を

薄
め

た

い

と
い

う
思

い

が
、

知

ら

ず
知

ら

ず
の

う
ち
に

働
い

た

の

で

は

な
か

ろ

う
か

。

「

恥

辱
」

の

思
い

を

強

調
す

る

こ

と

に

よ

つ

て
、

自

分
の

中
で

は
「

後
ろ

め

た

さ
」

に

よ

る

罪
悪
感
を

薄
め

、

暫
く

で

も

そ
の

こ

と

を

忘
れ

よ

う

と

す

る
。

ま

た

世
間
に

対
し

て

は
、

「

恥

辱
」

に

よ

る

苦
し

い

胸
の

う
ち

を

表

出
し

て

梁
末
に

お

け
る

無
責

任
で

身

勝
手

な
行

動
に

対
す
る

批
判
を

薄
め

よ

う
と

し

た

の

で

は

な
い

か
。

身
の

安
全
だ

け
を

考
え

て

逃
げ

回

り

祖
国
の

た

め

に

何
の

働

き
も

し

な
か
っ

た

私
に

今
そ
の

付
け

が

回
っ

て

き

て

い

る
、

と

い

う
思
い

を
込

め

な
が

ら
の

「

恥
辱

感
」

の

表
出
で

は

な
か
っ

た

か

と

思
う

。

　

北
地

で

の

作
品

に

色

濃
く
流

れ
て

い

る
「

望

郷
」

の

思
い

に

も
、

そ
の

「

後
ろ

め

た

さ
」

は

関
わ
っ

て

い

る
。

江
南
に

帰
る

人

た

ち

を

見

送
り

な

が

ら
、

自

分
は

何
時
に

な
っ

た

ら

帰
る

こ

と

が

で

き

る

の

で

あ
ろ

う
か

と

涙
を

流

す
。

し

か

し

庚
信
と

し

て

は
、

仮
に

江
南
に

帰
る

こ

と

を

許
さ

れ
た

と

し

て

も
、

そ

の

「

後

ろ

め

た

さ
」

の

故
に
、

素

直
に

は

帰
る

こ

と

は

で

き
な
か

っ

た

の

で

は

な
か

ろ

一 16 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Chinese Literature of the Middle Ages

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Chlnese 　Lrterature 　of 　the 　Mlddle 　Ages

う

か
。

　

祖
国

と

そ

の

人
々

を

守
る
立

場

に

あ

り

な

が

ら

其
の

務
め

を

果

た

す
こ

と
が

で

き

ず
、

西
魏
の

侵

攻
に

よ
っ

て

祖
国

滅
亡

に

よ

る

悲
惨
な

結
果
を

招
い

て

し

ま
っ

た
。

そ
れ

は

自

分
だ

け
の

責
任
で

は

な
い

に

し

て

も
、

建

康
の

戦
い

、

江

陵
陥

落
の

際
に

お

け

る

自

分
の

行
動
を

思

え

ば
、

今
更

帰
っ

て

郷

里
の

人

た

ち

に

合
わ

せ

る

顔
が

な
か
っ

た

に

違
い

な
い

。

「

哀

江
南
賦
」

序
に
、

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

は

る

　

信

年
始

め

て

二

毛
、

即
ち

喪
亂
に

逢

ひ
、

藐
か

に

是
れ

流

囃

　

し
、

暮
歯
に

至

る
。

燕
謌
の

ご

と

く
遠
く

別

れ
、

悲
し

み
自
ら

勝

　
へ

ず
。

楚

老
に

相
ひ

逢
ふ

も
、

泣
く
こ

と

将
た
何
ぞ

及

ば

ん
。

　
　
信
年

始
二

毛
、

即

逢
喪
亂
、

藐
是

流
離、

至

于

暮
歯

。

　
　
燕
謌

遠
別、

悲
不

自
勝

。

楚
老

相

逢、

泣
将

何
及

。

「

私
は

白

髪
の

混
じ

る

年
頃
に

な
っ

て
、

に
わ
か

に

喪
亂
に

逢
い

、

故

郷
を

離
れ

て

流

離
し

、

こ

の

老

年

に

な
っ

て

し

ま
っ

た
。

『

燕

の

歌
』

に

あ
る

よ

う
に

遠
く
別

れ
、

悲
し

み

に

耐
え

ら

れ

な
い

。

楚
の

老

翁
に

遇
っ

て

も
、

泣
い

て

は

も

ら
え

な
い

で

あ

ろ

う
。

」

と
あ

る

の

は
、

そ

の

思
い

を
述
べ

た

も
の

で

あ
ろ

う
。

　
「

楚
老
」

と

は
、

聾
勝
を

弔
っ

た

楚
の

父

老
。

聾

勝
は

漢
末
の

楚

人
で

光

禄
大

夫
で

あ
っ

た
。

王

莽
に

召
さ

れ
た

が

二

主

に

仕
え

ず

と
し

て

断

り
、

自

ら
餓
死

し

た
。

そ

の

死

後
、

楚
の

父

老
が

弔

問
に

訪

れ
、

こ

れ

を

哭

し

て

甚
だ

哀
し

ん

だ
と

い

う
。

「

生

き

な

が

ら
え

て
、

祖
国
を

滅
ぼ
し

た

北
朝
の

主

君
に

仕
え

た

私
は
、

故

国
の

父

老
に

遇
つ

て

も

襲
勝
の

よ

う

に

は

泣
い

て

も

ら

え
な
い

の

だ
」

と

言
う

。

た

と

え

帰
る
こ

と

を

許
さ

れ
て

も
、

ど

ん

な

に

帰

り

た

く
て

も

帰
る

こ

と

は

で

き

な
い
、

と

い

う
思
い

が
、

庚
信
の

「

望

郷
」

の

表

白
の

奥
に

あ
っ

た
の

で

は

な
か

ろ
う

か
。

そ
れ
は

帰
る

こ

と

が

許
さ

れ
な

い

こ

と

に

よ

る
「

望

郷
」

の

思
い

よ

り

も
、

更
に

辛
く

悲
し

い

こ

と

で

あ
っ

た

ろ

う
。

　

庚
信
は

「

哀

江
南
賦
」

の

序
に
、

江
陵

陥
落

後
の

身
の

上
に

つ

い

て

「

三

年

別

館
に

囚

は
る

」

と

記
し

て

い

る

よ

う

に
、

江
陵

に

対

す
る

攻
撃
が

始
ま
っ

た

承
聖
三

年
（

五

五

四
）

十
月
頃

か

ら

翌
々

年
の

中
頃
ま

で
、

足

か

け
三

年

に

わ

た
っ

て

抑

留
生

活
を
送

っ

て

い

た
。

そ
の

間、

江

陵
が

陥
落

し

て

長
安
に

連

行
さ
れ

て

き

た

梁
の

王

褒
、

王

克
、

殷

不

害
ら

は
、

早
い

時

期
に

西
魏
の

要

請

を

受
け

容
れ
て

高

位
高

官
に

就
い

た

が
、

庚

信
だ
け

は

宇

文
泰
か

ら
の

出

仕
の

要

請
を
拒
み

通
し

て

い

た
。

身
の

安
全

を

第
一

に

考

え
て

い

た

そ

れ
ま

で

の

庚
信
で

あ

れ

ば
、

他
の

舊
梁

臣
た

ち
と

同

じ

よ

う
に

早
々

と

西

魏
に

仕
え

る
は

ず
で

あ

る
の

に
、

こ

の

度
は

違
っ

て

い

た
。

　

お
そ

ら
く

そ
れ

は
、

そ

れ

ま

で

の

自

分
の

行

為
に
つ

い

て

の
「

慙

愧
の

念
」

「

後

ろ
め

た

さ
」

に

よ

る

も
の

で

あ
っ

た

ろ

う
。

こ

こ

で

祖

国
を

滅
ぼ
し

た

敵

國
に

仕
え
た

な
ら

自

分
は
完

全
に

忘
恩
の

徒
に

な
っ

て

し

ま

う
、

と
い

う
思
い

に

苛
ま

れ
て

い

た
の

で

は

な

か

ろ

う
か

。

残

さ
れ

た

道
は

政

治
か

ら

身
を

引
い

て

の

隠
棲
し

か

無
か
つ

た

が
、

南
朝
と

は

異
な
っ

て

隠
棲
と
い

う
こ

と
が
一

般
的

で

な
い

北

朝
で

は

そ
れ

も
か

な
わ

ず
、

ま
た
い

つ

ま

で

も
拒
否
を

続
け

て

い

る

と

不

慮
の

事
態
も

予

想
さ

れ
る

相
手

で

あ
っ

て

み

れ

ば
、

出

仕
拒

否
の

抵
抗
に

も

限
界
が

あ
っ

た
の

で

あ
ろ

う
。

三

年

目
の

秋

頃
に

帰
順
し

て

使
持
節
、

撫

軍
将

軍
、

右
金
紫

光
禄
大

夫
、
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大

都

督
を

受
け
、

て

い

る
。

尋
い

で

車

騎
大

将
軍
、

儀
同

三

司

に

進
め

ら
れ

　
庚

信
に

「

王

琳
に

寄
」

せ

た

詩
が

あ
る

。

王

琳
は

元

帝
に

仕
え

て

い

た

将

軍
で

あ

る

が
、

江

陵
陥

落
の

後
も
北

齊
や

北
周
の

援
助

を
受

け
な
が

ら
、

梁
朝
再

興
の

た
め

に

陳
に

抵
抗
を

續
け
て

い

た
。

　
玉

関
道

路
遠

　

玉

関

道

路

遠
く

　
金

陵
信

使
疏

　

金

陵

信

使

疏
な

り

　
獨

下

千

行

涙

　

獨
り

下
す

千

行
の

涙

　

開
君

萬
里

書
　

君
が

萬
里
の

書
を

開
く

王

琳
か

ら

の

「

萬
里
」

の

便
り

を

読
み

な
が

ら

流
す

庚
信
の

「

千

行
の

涙
」

は
、

梁

末
か

ら

西
魏

出
仕
ま

で
、

結
局

は

身
の

安
全
だ

け
を

求
め

て

き
た

自
分
と

違
っ

て
、

今
な
お

梁
朝

再

興
の

た

め

に

戦
い

續

け
て

い

る
王

琳

を

思
っ

て

の

「

慚

愧
の

念
」

「

後
ろ

め

た

さ
」

に

よ

る

も
の

で

あ
っ

た

ろ

う
。

　
こ

れ

ら
の

問
題

に

つ

い

て

は
、

庚

信
の

全

て

の

詩

賦
を

読
ん

だ

う

え

で

改
め

て

報

告
す
る

こ

と

に

し

て
、

先
ず
は

中
間

報
告
と

す

る
。
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